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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域より
も狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥに
アップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記第
２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続
時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、
　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
ることと、
　を備え、
　前記狭帯域サブフレーム構造の始端は、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用
される複数のサブフレーム構造のセットの始端に整合され、
　前記狭帯域サブフレーム構造は、前記狭帯域サブフレーム構造の前記始端を、前記第２
のタイプのＵＥと通信するために使用される前記複数のサブフレーム構造の前記セットの
前記始端と整合させるために、前記狭帯域サブフレーム構造中のシンボルと関連付けられ
るサイクリックプレフィックスとは別個のガード期間をさらに備え、
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間をファクタ値で乗算することにより決定され、前記第１のタイプのＵＥにおける
前記ファクタ値の使用は、前記ＢＳからのシグナリングに基づく、方法。
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【請求項２】
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間の４倍の持続時間であるシンボル持続時間を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくとも部分的
に重複する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上で基地局（ＢＳ）と通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信する
ことと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られた
アップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構
造において割り振られ、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を備え、
　前記狭帯域サブフレーム構造の始端は、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用
される複数のサブフレーム構造のセットの始端と整合され、前記狭帯域サブフレーム構造
は、前記狭帯域サブフレーム構造の前記始端を、前記第２のタイプのＵＥと通信するため
に使用される前記複数のサブフレーム構造の前記セットの前記始端と整合させるために、
前記狭帯域サブフレーム構造中のシンボルと関連付けられるサイクリックプレフィックス
とは別個のガード期間をさらに備え、
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間をファクタ値で乗算することにより決定され、前記ファクタ値の使用は前記ＢＳ
からのシグナリングに基づく、方法。
【請求項６】
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間の４倍の持続時間であるシンボル持続時間を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、請求項５に記載の方法
。
【請求項８】
　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくとも部分的
に重複する、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よ
りも狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥ
にアップリンクリソースを割り振るための手段と、ここで、前記アップリンクリソースは
、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシン
ボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、
　　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信
するための手段と、
　を備え、
　前記狭帯域サブフレーム構造の始端は、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用
される複数のサブフレーム構造のセットの始端と整合され、前記狭帯域サブフレーム構造
は、前記狭帯域サブフレーム構造の前記始端を、前記第２のタイプのＵＥと通信するため
に使用される前記複数のサブフレーム構造の前記セットの前記始端と整合させるために、
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前記狭帯域サブフレーム構造中のシンボルと関連付けられるサイクリックプレフィックス
とは別個のガード期間をさらに備え、
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間をファクタ値で乗算することにより決定され、前記第１のタイプのＵＥにおける
前記ファクタ値の使用は、前記ＢＳからのシグナリングに基づく、装置。
【請求項１０】
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間の４倍の持続時間であるシンボル持続時間を備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、請求項９に記載の装置
。
【請求項１２】
　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくとも部分的
に重複する、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局（ＢＳ）から、前記ＢＳと通信するために第２のタイプのＵＥによって使用され
る第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で前記基地局との通信のためのアップ
リンクリソースの割振りを受信するための手段と、ここで、前記アップリンクリソースは
、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと比較して増加されたシ
ンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレ
ーム構造におけるシンボルは、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用される複数
のサブフレーム構造のセットの境界と整合され、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行するための手段と、
　を備え、
　前記狭帯域サブフレーム構造の始端は、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用
される複数のサブフレーム構造のセットの始端と整合され、前記狭帯域サブフレーム構造
は、前記狭帯域サブフレーム構造の前記始端を、前記第２のタイプのＵＥと通信するため
に使用される前記複数のサブフレーム構造の前記セットの前記始端と整合させるために、
前記狭帯域サブフレーム構造中のシンボルと関連付けられるサイクリックプレフィックス
とは別個のガード期間をさらに備え、
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間をファクタ値で乗算することにより決定され、前記ファクタ値の使用は前記ＢＳ
からのシグナリングに基づく、装置。
【請求項１４】
　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシンボル
持続時間の４倍の持続時間であるシンボル持続時間を備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信デバイスのプロセッサによって実行されたとき、前記ワイヤレス通信デ
バイスに、請求項１～請求項８のうちのいずれか一項に記載の方法を実行させる命令を備
える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、それらのすべてが本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細
書に組み込まれる、２０１５年９月３日に出願された米国仮特許出願第６２／２１４，１
６５号、２０１５年９月２５日に出願された米国仮特許出願第６２／２３２，６３４号、
および２０１６年７月１３日に出願された米国特許出願第１５／２０９，５０５号の優先
権の利益を主張する。
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【技術分野】
【０００２】
　本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、他のＵＥに
対して狭い帯域上で動作するＵＥによって使用されるアップリンクリソースに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、データなど、様々なタイプの通信コンテンツ
を提供するために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソー
ス（たとえば、帯域幅および送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信を
サポートすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの
例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）シス
テム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロジェク
ト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partnership Project）ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evolution）／ＬＴＥアドバンストシステ
ムおよび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]概して、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末のための通
信を同時にサポートすることができる。各端末は、順方向リンクおよび逆方向リンク上で
の送信を介して１つまたは複数の基地局と通信する。順方向リンク（またはダウンリンク
）は基地局から端末への通信リンクを指し、逆方向リンク（またはアップリンク）は端末
から基地局への通信リンクを指す。この通信リンクは、単入力単出力、多入力単出力また
は多入力多出力（ＭＩＭＯ）システムを介して確立され得る。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのワイヤレスデバイスのための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ワイヤレスデバイスはユーザ機
器（ＵＥ）を含み得る。ＵＥのいくつかの例としては、セルラーフォン、スマートフォン
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タブレット、ラ
ップトップコンピュータ、ネットブック、スマートブック、ウルトラブックなどがあり得
る。いくつかのＵＥは、基地局、別のリモートデバイス、または何らかの他のエンティテ
ィと通信し得る、センサー、メーター、ロケーションタグなどのリモートデバイスを含み
得る、マシンタイプ通信（ＭＴＣ：machine-type communication）ＵＥと見なされ得る。
マシンタイプ通信（ＭＴＣ）は、通信の少なくとも１つの端部上の少なくとも１つのリモ
ートデバイスに関与する通信を指すことがあり、必ずしも人間の対話を必要とするとは限
らない１つまたは複数のエンティティを伴うデータ通信の形態を含み得る。ＭＴＣ　ＵＥ
は、たとえば、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）を介した、ＭＴＣサ
ーバおよび／または他のＭＴＣデバイスとのＭＴＣ通信が可能であるＵＥを含み得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。本方法は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップ
リンクリソースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用するＢＳと第２のタイ
プのＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブ
フレーム構造において割り振られ、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥか
らアップリンク送信を受信することと、を含む。
【０００７】
　[0007]本開示のいくつかの態様は、基地局によるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される
第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１
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のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るように構成された処理システム、ここ
において、アップリンクリソースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用する
ＢＳと第２のタイプのＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を
有する狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、と、割り振られたリソース上で第１
のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信するように構成された受信機と、
を含む。
【０００８】
　[0008]本開示のいくつかの態様は、基地局によるワイヤレス通信のための装置を提供す
る。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される
第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１
のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るための手段、ここにおいて、アップリ
ンクリソースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用するＢＳと第２のタイプ
のＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフ
レーム構造において割り振られ、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥから
アップリンク送信を受信するための手段と、を含む。
【０００９】
　[0009]本開示のいくつかの態様は、基地局によるワイヤレス通信のためのコンピュータ
可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、その上に記憶された命令を有
し、命令は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波
数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプの
ＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップリンクリソースが、
少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用するＢＳと第２のタイプのＵＥとの間の通
信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構造におい
て割り振られ、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信
を受信することと、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である。
【００１０】
　[0010]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
方法を提供する。本方法は、概して、基地局（ＢＳ）から、基地局と通信するために第２
のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基
地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信すること、ここにおいて、ア
ップリンクリソースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用するＢＳと第２の
タイプのＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域
サブフレーム構造において割り振られ、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信
を実行することと、を含む。
【００１１】
　[0011]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
装置を提供する。本装置は、概して、基地局（ＢＳ）から、基地局と通信するために第２
のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基
地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信するように構成された受信機
、ここにおいて、アップリンクリソースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使
用するＢＳと第２のタイプのＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続
時間を有する狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、と、割り振られたリソース上
でアップリンク送信を実行するように構成された送信機と、を含む。
【００１２】
　[0012]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
装置を提供する。本装置は、概して、基地局と通信するために第２のタイプのＵＥによっ
て使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基地局との通信のための
アップリンクリソースの割振りを受信するための手段、ここにおいて、アップリンクリソ
ースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用するＢＳと第２のタイプのＵＥと
の間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構
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造において割り振られ、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行するため
の手段とを含む。
【００１３】
　[0013]本開示のいくつかの態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための
コンピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、その上に記憶さ
れた命令を含み、命令は、基地局（ＢＳ）から、基地局と通信するために第２のタイプの
ＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基地局との通
信のためのアップリンクリソースの割振りを受信すること、ここにおいて、アップリンク
リソースが、少なくとも部分的に、第２の周波数帯域を使用するＢＳと第２のタイプのＵ
Ｅとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレー
ム構造において割り振られ、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行する
ことと、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である。
【００１４】
　[0014]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。本方法は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップ
リンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同じシン
ボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを用いて、ならびに第１のタイプのＵＥに
割り振られるシングルサブキャリアを用いて割り振られ、と、割り振られたリソース上で
第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信することと、を含む。
【００１５】
　[0015]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るように構成された処理システ
ム、ここにおいて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースと同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを用いて、なら
びに第１のタイプのＵＥに割り振られたシングルサブキャリアを用いて、割り振られ、と
、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信するように
構成された受信機と、を含む。
【００１６】
　[0016]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るための手段、ここにおいて、
アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同
じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを用いて、ならびに第１のタイプの
ＵＥに割り振られたシングルサブキャリアを用いて、割り振られ、と、割り振られたリソ
ース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信するための手段と、を含む。
【００１７】
　[0017]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコン
ピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、その上に記憶された
命令を含み、命令は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第
２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１の
タイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップリンクリソ
ースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同じシンボル持続時
間および同じ時間グラニュラリティを用いて、ならびに第１のタイプのＵＥに割り振られ
たシングルサブキャリアを用いて割り振られ、と、割り振られたリソース上で第１のタイ
プのＵＥからアップリンク送信を受信することと、を行うために１つまたは複数のプロセ
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ッサによって実行可能である。
【００１８】
　[0018]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための方法を提供する。本方法は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上で基地局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信すること、ここにおいて
、割り振られたリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと
同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを有し、第１のタイプのＵＥに割
り振られたシングルサブキャリアをもち、と、割り振られたリソース上でアップリンク送
信を実行することと、を含む。
【００１９】
　[0019]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上で基地局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信するように構成された受
信機、ここにおいて、割り振られたリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアッ
プリンクリソースと同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを有し、第１
のタイプのＵＥに割り振られたシングルサブキャリアをもち、と、割り振られたリソース
上でアップリンク送信を実行するように構成された送信機と、を含む。
【００２０】
　[0020]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上で基地局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信するための手段、ここに
おいて、割り振られたリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソ
ースと同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを有し、シングルサブキャ
リアが第１のタイプのＵＥに割り振られ、と、割り振られたリソース上でアップリンク送
信を実行するための手段とを含む。
【００２１】
　[0021]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のためのコンピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、
その上に記憶された命令を含み、命令は、基地局から、基地局と通信するために第２のタ
イプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基地局
との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信すること、ここにおいて、割り振ら
れたリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同じシンボ
ル持続時間および同じ時間グラニュラリティを有し、第１のタイプのＵＥに割り振られた
シングルサブキャリアをもち、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行す
ることと、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である。
【００２２】
　[0022]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。本方法は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップ
リンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増
加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレーム構造
において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造が、少なくとも２つのタイ
ムスロットを備え、各々が、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレー
ム構造と同じ持続時間を有し、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからア
ップリンク送信を受信することと、を含む。
【００２３】



(8) JP 6983761 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

　[0023]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るように構成された処理システ
ム、ここにおいて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをも
つ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造
が、少なくとも２つのタイムスロットを備え、各々が、第２のタイプのＵＥと通信するた
めに使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、と、割り振られたリソース上で
第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信するように構成された受信機と、を含む
。
【００２４】
　[0024]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るための手段、ここにおいて、
アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対
して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレー
ム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造が、少なくとも２つ
のタイムスロットを備え、各々が、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブ
フレーム構造と同じ持続時間を有し、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥ
からアップリンク送信を受信するための手段と、を含む。
【００２５】
　[0025]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコン
ピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、その上に記憶された
命令を含み、命令は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第
２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１の
タイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップリンクリソ
ースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシ
ンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレーム構造において割
り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造が、少なくとも２つのタイムスロット
を備え、各々が、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同
じ持続時間を有し、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク
送信を受信することと、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能であ
る。
【００２６】
　[0026]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための方法を提供する。本方法は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信すること、ここにおい
て、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソース
に対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフ
レーム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、各々が、第
２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有する
、少なくとも２つのタイムスロットを備え、と、割り振られたリソース上でアップリンク
送信を実行することと、を含む。
【００２７】
　[0027]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
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上での基地局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信するように構成された
受信機、ここにおいて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたア
ップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔と
をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム
構造は、各々が、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同
じ持続時間を有する、少なくとも２つのタイムスロットを備え、と、割り振られたリソー
ス上でアップリンク送信を実行するように構成された送信機と、を含む。
【００２８】
　[0028]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信するための手段、ここ
において、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリ
ソースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域
サブフレーム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、各々
が、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を
有する、少なくとも２つのタイムスロットを備え、と、割り振られたリソース上でアップ
リンク送信を実行するための手段と、を含む。
【００２９】
　[0029]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のためのコンピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、
その上に記憶された命令を含み、命令は、基地局から、基地局と通信するために第２のタ
イプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上での基地
局との通信のためのアップリンクリソース割振りを受信すること、ここにおいて、アップ
リンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増
加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレーム構造
において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、各々が、第２のタイプ
のＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有する、少なくと
も２つのタイムスロットを備え、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行
することと、を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である。
【００３０】
　[0030]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。本方法は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップ
リンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増
加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここにお
いて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、第２のタイプのＵ
Ｅと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有する、と、割り振ら
れたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信することと、を含む。
【００３１】
　[0031]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るように構成された処理システ
ム、ここにおいて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造にお
いて割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボル
を備え、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時
間を有し、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受
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信するように構成された受信機と、を含む。
【００３２】
　[0032]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るための手段、ここにおいて、
アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対
して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、こ
こにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、第２のタイ
プのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、と、割り
振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信するための手段と
、を含む。
【００３３】
　[0033]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコン
ピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、その上に記憶された
命令を含み、命令は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第
２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１の
タイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップリンクリソ
ースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシ
ンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯
域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、第２のタイプのＵＥと通信す
るために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、と、割り振られたリソース
上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信することと、を行うために１つまた
は複数のプロセッサによって実行可能である。
【００３４】
　[0034]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための方法を提供する。本方法は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信すること、ここにお
いて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソー
スに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振ら
れ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、第２
のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、と
、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行することと、を含む。
【００３５】
　[0035]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信するように構成され
た受信機、ここにおいて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られた
アップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構
造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシ
ンボルを備え、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ
持続時間を有し、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行するように構成
された送信機と、を含む。
【００３６】
　[0036]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信するための手段、こ
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こにおいて、アップリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンク
リソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割
り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え
、第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有
し、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行するための手段と、を含む。
【００３７】
　[0037]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のためのコンピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、
その上に記憶された命令を含み、命令は、基地局から、基地局と通信するために第２のタ
イプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上での基地
局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信すること、ここにおいて、アッ
プリンクリソースが、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して
増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここに
おいて、狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、と、割り振ら
れたリソース上でアップリンク送信を実行することと、を行うために１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行可能である。
【００３８】
　[0038]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法
を提供する。本方法は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップ
リンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増
加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここにお
いて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと通信するため
に使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合され（aligned with）、と
、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信することと
、を含む。
【００３９】
　[0039]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るように構成された処理システ
ム、ここにおいて、アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造にお
いて割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタ
イプのＵＥと通信するために使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合
され、と、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
るように構成された受信機と、を含む。
【００４０】
　[0040]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置
を提供する。本装置は、概して、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使
用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複
数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振るための手段、ここにおいて、
アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対
して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、こ
こにおいて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと通信す
るために使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合され、と、割り振ら
れたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信するための手段と、を
含む。
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【００４１】
　[0041]本開示のいくつかの態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のためのコン
ピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、その上に記憶された
命令を含み、命令は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第
２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上でＢＳと通信する１つまたは複数の第１の
タイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振ること、ここにおいて、アップリンクリソ
ースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシ
ンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここにおいて、狭帯
域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと通信するために使用され
る１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合され、と、割り振られたリソース上で
第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信することと、を行うために１つまたは複
数のプロセッサによって実行可能である。
【００４２】
　[0042]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための方法を提供する。本方法は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信すること、ここにお
いて、アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソー
スに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振ら
れ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと
通信するために使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合され、と、割
り振られたリソース上でアップリンク送信を実行することと、を含む。
【００４３】
　[0043]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信するように構成され
た受信機、ここにおいて、アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られた
アップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構
造において割り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第
２のタイプのＵＥと通信するために使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界
と整合され、と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行するように構成され
た送信機と、を含む。
【００４４】
　[0044]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のための装置を提供する。本装置は、概して、基地局から、基地局と通信するため
に第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域
上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信するための手段、こ
こにおいて、アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンク
リソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割
り振られ、ここにおいて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合され、
と、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行するための手段と、を含む。
【００４５】
　[0045]本開示のいくつかの態様は、第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレ
ス通信のためのコンピュータ可読媒体を提供する。本コンピュータ可読媒体は、概して、
その上に記憶された命令を含み、命令は、基地局から、基地局と通信するために第２のタ
イプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上での基地
局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信すること、ここにおいて、アッ
プリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して
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増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、ここに
おいて、狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと通信するた
めに使用される１セットの複数のサブフレーム構造の境界と整合され、と、割り振られた
リソース上でアップリンク送信を実行することと、を行うために１つまたは複数のプロセ
ッサによって実行可能である。
【００４６】
　[0046]方法、装置、システム、コンピュータプログラム製品、および処理システムを含
む多数の他の態様が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】[0047]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークの一例を概
念的に示すブロック図。
【図２】[0048]本開示のいくつかの態様による、ワイヤレス通信ネットワークにおいてユ
ーザ機器（ＵＥ）と通信している基地局の一例を概念的に示すブロック図。
【図３】[0049]ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造を示す図。
【図４】[0050]ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ２つの例示的なサブフレーム
フォーマットを示す図。
【図５】[0051]本開示のいくつかの態様による、より大きいシステム帯域幅内の狭帯域展
開の例を示す図。
【図６】[0052]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数帯
域上でＵＥと通信するために基地局によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図７】[0053]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数帯
域上で基地局と通信するためにユーザ機器（ＵＥ）によって実行され得る例示的な動作を
示す図。
【図８】[0054]本開示のいくつかの態様による、例示的な狭帯域サブフレーム構造を示す
図。
【図９】[0055]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数帯
域上でＵＥと通信するために基地局によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図１０】[0056]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上で基地局と通信するためにユーザ機器（ＵＥ）によって実行され得る例示的な動作
を示す図。
【図１１】[0057]本開示のいくつかの態様による、例示的な狭帯域サブフレーム構造を示
す図。
【図１２】[0058]本開示のいくつかの態様による、狭帯域サブフレーム構造とレガシー（
広帯域）サブフレーム構造との間の比較を示す図。
【図１３】[0059]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上でＵＥと通信するために基地局によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図１４】[0060]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上で基地局と通信するためにユーザ機器（ＵＥ）によって実行され得る例示的な動作
を示す図。
【図１５Ａ】[0061]本開示のいくつかの態様による、レガシーサブフレーム構造および狭
帯域サブフレーム構造のための例示的なサブフレームサンプリングサイズを示す図。
【図１５Ｂ】本開示のいくつかの態様による、レガシーサブフレーム構造および狭帯域サ
ブフレーム構造のための例示的なサブフレームサンプリングサイズを示す図。
【図１５Ｃ】本開示のいくつかの態様による、レガシーサブフレーム構造および狭帯域サ
ブフレーム構造のための例示的なサブフレームサンプリングサイズを示す図。
【図１６Ａ】[0062]本開示のいくつかの態様による、狭帯域サブフレーム構造のための例
示的なサブフレームサンプリングサイズを示す図。
【図１６Ｂ】本開示のいくつかの態様による、狭帯域サブフレーム構造のための例示的な
サブフレームサンプリングサイズを示す図。
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【図１６Ｃ】本開示のいくつかの態様による、狭帯域サブフレーム構造のための例示的な
サブフレームサンプリングサイズを示す図。
【図１７】[0063]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上でＵＥと通信するために基地局によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図１８】[0064]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上で基地局と通信するためにユーザ機器（ＵＥ）によって実行され得る例示的な動作
を示す図。
【図１９】[0065]本開示のいくつかの態様による、基地局と第２のタイプのＵＥとの間の
通信の特性に基づいて、第１のタイプのＵＥによってアップリンク通信のために使用され
る狭帯域サブフレーム構造を決定することの一例を示す図。
【図２０】[0066]本開示のいくつかの態様による、広帯域サブフレームの持続時間を有す
る様々なサブフレーム構造を示す図。
【図２１】[0067]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上でＵＥと通信するために基地局によって実行され得る例示的な動作を示す図。
【図２２】[0068]本開示のいくつかの態様による、第２の周波数帯域に対して狭い周波数
帯域上で基地局と通信するためにユーザ機器（ＵＥ）によって実行され得る例示的な動作
を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　[0069]いくつかの場合には、低コスト、低データレートＵＥが、より大きい量の無線リ
ソース（たとえば、より多くの受信チェーン）を有するデバイスとともにネットワーク中
に共存し得る。本開示の態様は、低コスト、低データレートＵＥによるアップリンク通信
のためのサブフレームおよび／またはスロットタイミングを、より大きい通信能力をもつ
ＵＥによるアップリンク通信のためのサブフレームタイミングと整合させることによって
、低コスト、低データレートＵＥとより大きい通信能力を有するＵＥとの間の共存を与え
るための技法を提供する。
【００４９】
　[0070]本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために
使用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語はしばしば互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄ
ｍａ２０００など、無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（
登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他の変形態
を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格を
カバーする。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登
録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（
Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴ
ＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部
である。周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方における３ＧＰＰロン
グタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、ダ
ウンリンク上ではＯＦＤＭＡを利用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを利用するＥ
－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭ
ＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト
」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭ
Ｂは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの
文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上記のワイヤレスネットワークお
よび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術に使用され得る。明
快のために、本技法のいくつかの態様が以下ではＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストに関して説
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明され、以下の説明の大部分でＬＴＥ／ＬＴＥアドバンスト用語が使用される。ＬＴＥお
よびＬＴＥ－Ａは、一般にＬＴＥと呼ばれる。
【００５０】
　[0071]図１は、本開示の態様が実施され得る例示的なワイヤレス通信ネットワーク１０
０を示す。たとえば、本明細書で提示される技法は、図１に示されているＵＥおよびＢＳ
が、狭帯域（たとえば、６ＰＲＢ）ベースの探索空間を使用して、マシンタイプ物理ダウ
ンリンク制御チャネル（ｍＰＤＣＣＨ：machine type physical downlink control chann
el）上で通信するのを助けるために使用され得る。
【００５１】
　[0072]ネットワーク１００は、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のワイヤレスネッ
トワークであり得る。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかの発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮＢは、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）と通信するエンティティであり、基地局（ＢＳ）、ノードＢ、アクセスポイントなど
と呼ばれることもある。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。
３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅ
ＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージエリアをサービスしているｅＮＢ
サブシステムを指すことがある。
【００５２】
　[0073]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たと
えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ）による制限
付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれること
がある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。フェムトセルのた
めのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と呼ばれることがある。図
１に示されている例では、ｅＮＢ１１０ａがマクロセル１０２ａのためのマクロｅＮＢで
あり得、ｅＮＢ１１０ｂがピコセル１０２ｂのためのピコｅＮＢであり得、ｅＮＢ１１０
ｃがフェムトセル１０２ｃのためのフェムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは１つまたは複数
の（たとえば、３つの）セルをサポートし得る。「ｅＮＢ」、「基地局」および「セル」
という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００５３】
　[0074]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局を含み得る。中継局は、上流局（
たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、そのデータの送信を下流局（
たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送ることができるエンティティである。中継局はまた、
他のＵＥに対する送信を中継することができるＵＥであり得る。図１に示されている例で
は、中継局１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄとの間の通信を可能にするために
、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信し得る。中継局は、リレーｅＮＢ、リ
レー基地局、リレーなどと呼ばれることもある。
【００５４】
　[0075]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーｅＮＢなどを含む異種ネットワークであり得
る。これらの異なるタイプのｅＮＢは、異なる送信電力レベル、異なるカバレージエリア
、およびワイヤレスネットワーク１００における干渉に対する異なる影響を有し得る。た
とえば、マクロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、５～４０ワット）を有し得る
が、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、およびリレーｅＮＢは、より低い送信電力レベル（た
とえば、０．１～２ワット）を有し得る。
【００５５】
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　[0076]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅＮ
Ｂの協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０はバックホールを介し
てｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、たとえば、ワイヤレスバックホールまたはワイヤ
ラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し得る。
【００５６】
　[0077]ＵＥ１２０（たとえば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）はワイヤレスネットワ
ーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは固定または移動であり得る。ＵＥは、ア
クセス端末、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ＵＥは、セ
ルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、
ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスロー
カルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマートフォン、ネットブック、スマートブック
、ウルトラブックなどであり得る。図１において、両矢印付きの実線は、ダウンリンクお
よび／またはアップリンク上での、ＵＥと、そのＵＥをサービスするように指定されたｅ
ＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所望の送信を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅ
ＮＢとの間の潜在的に干渉する送信を示す。
【００５７】
　[0078]ワイヤレス通信ネットワーク１００（たとえば、ＬＴＥネットワーク）中の１つ
または複数のＵＥ１２０はまた、狭帯域帯域幅ＵＥであり得る。これらのＵＥは、ＬＴＥ
ネットワーク中の（たとえば、より広い帯域幅上で動作することが可能な）レガシーおよ
び／または高度ＵＥと共存し得、ワイヤレスネットワーク中の他のＵＥと比較して制限さ
れた１つまたは複数の能力を有し得る。たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２では、ＬＴＥネ
ットワーク中のレガシーおよび／または高度ＵＥと比較して、狭帯域ＵＥは、（レガシー
ＵＥに対する）最大帯域幅の低減、単一の受信無線周波数（ＲＦ）チェーン、ピークレー
トの低減（たとえば、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）のための最大１０００ビ
ットがサポートされ得る）、送信電力の低減、ランク１送信、半二重動作などのうちの１
つまたは複数を用いて動作し得る。いくつかの場合には、半二重動作がサポートされる場
合、狭帯域ＵＥは、送信動作から受信動作への（または受信から送信への）緩和された切
替えタイミングを有し得る。たとえば、ある場合には、レガシーおよび／または高度ＵＥ
のための２０マイクロ秒（μｓ）の切替えタイミングと比較して、狭帯域ＵＥは１ミリ秒
（ｍｓ）の緩和された切替えタイミングを有し得る。
【００５８】
　[0079]いくつかの場合には、（たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１２における）狭帯域ＵＥ
はまた、ＬＴＥネットワーク中のレガシーおよび／または高度ＵＥがダウンリンク（ＤＬ
）制御チャネルを監視するのと同様に離れて、ＤＬ制御チャネルを監視することが可能で
あり得る。リリース１２狭帯域ＵＥは、依然として、通常ＵＥと同様の方法でダウンリン
ク（ＤＬ）制御チャネルを監視し得、たとえば、最初の数個のシンボル中の広帯域制御チ
ャネル（たとえば、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink co
ntrol channel））、ならびに比較的狭帯域を占有するが、１サブフレームの長さにわた
る狭帯域制御チャネル（たとえば、拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ））について監視する
。
【００５９】
　[0080]いくつかの態様によれば、狭帯域ＵＥは、より広いシステム帯域幅内で（たとえ
ば、１．４／３／５／１０／１５／２０ＭＨｚにおいて）共存しながら、利用可能なシス
テム帯域幅）から区分される１．４ＭＨｚまたは６つのリソースブロック（ＲＢ：resour
ce block）の特定の狭帯域割当てに制限され得る。さらに、狭帯域ＵＥはまた、１つまた
は複数のカバレージ動作モードをサポートすることが可能であり得る。たとえば、狭帯域
ＵＥは、１５ｄＢまでのカバレージ拡張をサポートすることが可能であり得る。
【００６０】
　[0081]本明細書で使用される、限られた通信リソース、たとえばより小さい帯域幅をも
つデバイスは、一般に狭帯域ＵＥと呼ばれることがある。同様に、（たとえば、ＬＴＥに
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おける）レガシーおよび／または高度ＵＥなどのレガシーデバイスは、一般に広帯域ＵＥ
と呼ばれることがある。概して、広帯域ＵＥは、狭帯域ＵＥよりも大きい量の帯域幅上で
動作することが可能である。
【００６１】
　[0082]いくつかの場合には、ＵＥ（たとえば、狭帯域ＵＥまたは広帯域ＵＥ）は、ネッ
トワークにおいて通信する前にセル探索および捕捉（acquisition）プロシージャを実行
し得る。ある場合には、一例として図１に示されているＬＴＥネットワークに関して、Ｕ
ＥがＬＴＥセルに接続されておらず、ＬＴＥネットワークにアクセスすることを希望する
とき、セル探索および捕捉プロシージャが実行され得る。これらの場合、ＵＥは、ちょう
ど電源投入した、ＬＴＥセルへの接続を一時的に失った後に接続を復元した、などであり
得る。
【００６２】
　[0083]他の場合には、ＵＥがＬＴＥセルにすでに接続されているとき、セル探索および
捕捉プロシージャが実行され得る。たとえば、ＵＥは、新しいＬＴＥセルを検出している
ことがあり、新しいセルへのハンドオーバを準備し得る。別の例として、ＵＥは、１つま
たは複数の低電力状態において動作していることがあり（たとえば、間欠受信（ＤＲＸ）
をサポートし得）、１つまたは複数の低電力状態を出ると、（ＵＥがまだ接続モードにあ
るにもかかわらず）セル探索および捕捉プロシージャを実行しなければならないことがあ
る。
【００６３】
　[0084]図２は、図１の基地局／ｅＮＢの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０および図
１のＵＥの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。基地局１１０はＴ個の
アンテナ２３４ａ～２３４ｔを装備し得、ＵＥ１２０はＲ個のアンテナ２５２ａ～２５２
ｒを装備し得、ただし、概してＴ≧１およびＲ≧１である。
【００６４】
　[0085]基地局１１０において、送信プロセッサ２２０が、１つまたは複数のＵＥについ
てデータソース２１２からデータを受信し、ＵＥから受信されたＣＱＩに基づいて各ＵＥ
のための１つまたは複数の変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）を選択し、そのＵＥの
ために選択された（１つまたは複数の）ＭＣＳに基づいて各ＵＥのためのデータを処理（
たとえば、符号化および変調）し、すべてのＵＥについてデータシンボルを与え得る。送
信プロセッサ２２０はまた、（たとえば、ＳＲＰＩなどのための）システム情報および制
御情報（たとえば、ＣＱＩ要求、許可、上位レイヤシグナリングなど）を処理し、オーバ
ーヘッドシンボルおよび制御シンボルを与え得る。プロセッサ２２０はまた、基準信号（
たとえば、ＣＲＳ）および同期信号（たとえば、ＰＳＳおよびＳＳＳ）のための基準シン
ボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可
能な場合、データシンボル、制御シンボル、オーバーヘッドシンボル、および／または基
準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、Ｔ個の出力シ
ンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）２３２ａ～２３２ｔに与え得る。各変調器２
３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために
）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器２３２はさらに、ダウンリ
ンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログ変換、
増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。変調器２３２ａ～２３２ｔから
のＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ２３４ａ～２３４ｔを介して送信
され得る。
【００６５】
　[0086]ＵＥ１２０において、アンテナ２５２ａ～２５２ｒが、基地局１１０および／ま
たは他の基地局からダウンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯ
Ｄ）２５４ａ～２５４ｒに与え得る。各復調器２５４は、入力サンプルを取得するために
、それの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデ
ジタル化）し得る。各復調器２５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえ
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ば、ＯＦＤＭなどのための）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器２５６は、すべ
てのＲ個の復調器２５４ａ～２５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合、受信
シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッ
サ２５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調および復号）し、ＵＥ１２０の
ための復号されたデータをデータシンク２６０に与え、復号された制御情報およびシステ
ム情報をコントローラ／プロセッサ２８０に与え得る。チャネルプロセッサは、ＲＳＲＰ
、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを決定し得る。
【００６６】
　[0087]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ２６４が、データソ
ース２６２からのデータと、コントローラ／プロセッサ２８０からの（たとえば、ＲＳＲ
Ｐ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを備えるレポートのための）制御情報とを受信し、
処理し得る。プロセッサ２６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボル
を生成し得る。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭ
Ｏプロセッサ２６６によってプリコーディングされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤ
Ｍなどのために）変調器２５４ａ～２５４ｒによってさらに処理され、基地局１１０に送
信され得る。基地局１１０において、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリンク信号
は、アンテナ２３４によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用可能な場合
はＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、ＵＥ１２０によって送られた、復号されたデ
ータおよび制御情報を取得するために、受信プロセッサ２３８によってさらに処理され得
る。プロセッサ２３８は、復号されたデータをデータシンク２３９に与え、復号された制
御情報をコントローラ／プロセッサ２４０に与え得る。基地局１１０は、通信ユニット２
４４を含み、通信ユニット２４４を介してネットワークコントローラ１３０に通信し得る
。ネットワークコントローラ１３０は、通信ユニット２９４と、コントローラ／プロセッ
サ２９０と、メモリ２９２とを含み得る。
【００６７】
　[0088]コントローラ／プロセッサ２４０および２８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。たとえば、ＵＥ１２０におけるプロセッサ２８０
ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、図６に示されている動作６００、
図７に示されている動作７００、図９に示されている動作９００、図１０に示されている
動作１０００、図１３に示されている動作１３００、図１４に示されている動作１４００
、図１７に示されている動作１７００、図１８に示されている動作１８００、図２１に示
されている動作２１００、および／または図２２に示されている動作２２００を実行また
は指示し得る。メモリ２４２および２８２は、それぞれ基地局１１０およびＵＥ１２０の
ためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ２４６は、ダウンリン
ク上および／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００６８】
　[0089]図３は、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造３００を示す。ダ
ウンリンクおよびアップリンクの各々についての送信タイムラインは、無線フレームの単
位に区分され得る。各無線フレームは、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ）
）を有し得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブ
フレームは２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０～１９のイン
デックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、たと
えば、（図３に示されているように）ノーマルサイクリックプレフィックスの場合は７つ
のシンボル期間、または拡張サイクリックプレフィックスの場合は６つのシンボル期間を
含み得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間は０～２Ｌ－１のインデックスが割
り当てられ得る。
【００６９】
　[0090]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされるセルごとにシステム帯域
幅の中心においてダウンリンク上で１次同期信号（ＰＳＳ：primary synchronization si
gnal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization signal）とを送信し得る。
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ＰＳＳおよびＳＳＳは、図３に示されているように、それぞれ、ノーマルサイクリックプ
レフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５中のシンボル期間６および
５中で送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳＳは、セル探索および捕捉のためにＵＥによって
使用され得、情報の中でも、複信モードの指示とともにセルＩＤを含んでいることがある
。複信モードの指示は、セルが時分割複信（ＴＤＤ）フレーム構造を利用するのか周波数
分割複信（ＦＤＤ）フレーム構造を利用するのかを示し得る。ｅＮＢは、ｅＮＢによって
サポートされるセルごとにシステム帯域幅にわたってセル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-s
pecific reference signal）を送信し得る。ＣＲＳは、各サブフレームのいくつかのシン
ボル期間において送信され得、チャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機
能を実行するためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢはまた、いくつかの無線フレーム
のスロット１中のシンボル期間０～３中に物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：ph
ysical broadcast channel）を送信し得る。ＰＢＣＨは何らかのシステム情報を搬送し得
る。ｅＮＢは、いくつかのサブフレームにおいて物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ：physical downlink shared channel）上でシステム情報ブロック（ＳＩＢ：system
 information block）などの他のシステム情報を送信し得る。ｅＮＢは、サブフレームの
第１のＢ個のシンボル期間中に、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical
 downlink control channel）上で制御情報／データを送信し得、ここで、Ｂは各サブフ
レームについて構成可能であり得る。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中
に、ＰＤＳＣＨ上でトラフィックデータおよび／または他のデータを送信し得る。
【００７０】
　[0091]チャネル品質測定が、定義されたスケジュールに従ってＵＥによって実行され得
、そのようなスケジュールはＵＥのＤＲＸサイクルに基づく。たとえば、ＵＥは、ＤＲＸ
サイクルごとにサービングセルのための測定を実行することを試み得る。ＵＥはまた、非
サービングネイバリングセルのための測定を実行することを試み得る。非サービングネイ
バーセルのための測定は、サービングセルのためのものとは異なるスケジュールに基づい
て行われ得、ＵＥは、ＵＥが接続モードにあるとき、非サービングセルを測定するために
サービングセルから離調する（tune way）必要があり得る。
【００７１】
　[0092]チャネル品質測定を容易にするために、ｅＮＢが特定のサブフレーム上でセル固
有基準信号（ＣＲＳ：cell specific reference signal）を送信し得る。たとえば、ｅＮ
Ｂは、所与のフレームのためのサブフレーム０および５上でＣＲＳを送信し得る。狭帯域
ＵＥは、この信号を受信し、受信された信号の平均電力、またはＲＳＲＰを測定し得る。
狭帯域ＵＥはまた、すべてのソースからの総受信信号電力に基づいて受信信号強度インジ
ケータ（ＲＳＳＩ：Receive Signal Strength Indicator）を計算し得る。また、ＲＳＲ
Ｑが、ＲＳＲＰとＲＳＳＩとに基づいて計算され得る。
【００７２】
　[0093]測定を容易にするために、ｅＮＢは、それのカバレージエリア中のＵＥに測定構
成を与え得る。測定構成は測定報告のためのイベントトリガを定義し得、各イベントトリ
ガは、関連するパラメータを有し得る。ＵＥが、構成された測定イベントを検出したとき
、ＵＥは、関連する測定対象に関する情報とともにｅＮＢに測定報告を送ることによって
応答し得る。構成された測定イベントは、たとえば、しきい値を満たす、測定された基準
信号受信電力（ＲＳＲＰ：reference signal received power）または測定された基準信
号受信品質（ＲＳＲＱ：reference signal received quality）であり得る。ＵＥがそれ
の測定報告を送る前に、測定イベントがどのくらい長く残存しなければならないかを定義
するために、トリガ時間（ＴＴＴ：time-to-trigger）パラメータが使用され得る。この
ようにして、ＵＥは、それの無線状態の変化をネットワークにシグナリングし得る。
【００７３】
　[0094]図４は、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ２つの例示的なサブフレー
ムフォーマット４１０および４２０を示す。利用可能な時間周波数リソースはリソースブ
ロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中の１２個のサブキャリ
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アをカバーし得、いくつかのリソース要素を含み得る。各リソース要素は、１つのシンボ
ル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複素数値であり得る１つの変
調シンボルを送るために使用され得る。
【００７４】
　[0095]サブフレームフォーマット４１０は、２つのアンテナのために使用され得る。Ｃ
ＲＳは、シンボル期間０、４、７および１１中にアンテナ０および１から送信され得る。
基準信号は、送信機および受信機によってアプリオリに知られる信号であり、パイロット
と呼ばれることもある。ＣＲＳは、たとえば、セル識別情報（ＩＤ）に基づいて生成され
る、セルに固有である基準信号である。図４では、ラベルＲａをもつ所与のリソース要素
について、アンテナａからはそのリソース要素上で変調シンボルが送信され得、他のアン
テナからはそのリソース上で変調シンボルが送信されないことがある。サブフレームフォ
ーマット４２０は、４つのアンテナとともに使用され得る。ＣＲＳは、シンボル期間０、
４、７および１１中でアンテナ０および１から送信され、シンボル期間１および８中でア
ンテナ２および３から送信され得る。サブフレームフォーマット４１０とサブフレームフ
ォーマット４２０の両方について、ＣＲＳは、セルＩＤに基づいて決定され得る、均等に
離間したサブキャリア上で送信され得る。ＣＲＳは、それらのセルＩＤに応じて、同じま
たは異なるサブキャリア上で送信され得る。サブフレームフォーマット４１０とサブフレ
ームフォーマット４２０の両方について、ＣＲＳのために使用されないリソース要素は、
データ（たとえば、トラフィックデータ、制御データ、および／または他のデータ）を送
信するために使用され得る。
【００７５】
　[0096]ＬＴＥにおけるＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳおよびＰＢＣＨは、公開されている「Ev
olved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulat
ion」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００７６】
　[0097]ＬＴＥにおけるＦＤＤのためのダウンリンクおよびアップリンクの各々のために
インターレース構造が使用され得る。たとえば、０～Ｑ－１のインデックスをもつＱ個の
インターレースが定義され得、ただし、Ｑは、４、６、８、１０、または何らかの他の値
に等しいことがある。各インターレースは、Ｑ個のフレームだけ離間されたサブフレーム
を含み得る。特に、インターレースｑは、サブフレームｑ、ｑ＋Ｑ、ｑ＋２Ｑなどを含み
得、ただし、ｑ∈｛０，．．．，Ｑ－１｝である。
【００７７】
　[0098]ワイヤレスネットワークは、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信
のためのハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をサポートし得る。ＨＡＲＱの場合、送
信機（たとえば、ｅＮＢ）は、パケットが受信機（たとえば、ＵＥ）によって正確に復号
されるか、または何らかの他の終了条件が遭遇されるまで、パケットの１つまたは複数の
送信を送り得る。同期ＨＡＲＱの場合、パケットのすべての送信が単一のインターレース
のサブフレーム中で送られ得る。非同期ＨＡＲＱの場合、パケットの各送信は任意のサブ
フレーム中で送られ得る。
【００７８】
　[0099]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内に位置し得る。これらのｅＮＢのうちの１
つが、そのＵＥをサービスするために選択され得る。サービングｅＮＢは、受信信号強度
、受信信号品質、経路損失など、様々な基準に基づいて選択され得る。受信信号品質は、
信号対雑音干渉比（ＳＩＮＲ：signal-to-noise-and-interference ratio）、または基準
信号受信品質（ＲＳＲＱ：reference signal received quality）、または何らかの他の
メトリックによって定量化され得る。ＵＥは、ＵＥが１つまたは複数の干渉ｅＮＢからの
高い干渉を観測し得る支配的（dominant）干渉シナリオにおいて動作し得る。
【００７９】
　[00100]従来のＬＴＥ設計の焦点は、スペクトル効率、ユビキタスカバレージ、および
拡張サービス品質（ＱｏＳ）サポートの改善に対するものである。現在のＬＴＥシステム
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のダウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）リンクバジェットは、比較的大きい
ＤＬおよびＵＬリンクバジェットをサポートし得る、最先端のスマートフォンおよびタブ
レットなど、ハイエンドデバイスのカバレージのために設計される。
【００８０】
　[00101]したがって、上記で説明されたように、ワイヤレス通信ネットワーク（たとえ
ば、ワイヤレス通信ネットワーク１００）中の１つまたは複数のＵＥは、ワイヤレス通信
ネットワーク中の他の（広帯域）デバイスと比較して、狭帯域ＵＥなど、限られた通信リ
ソースを有するデバイスであり得る。狭帯域ＵＥでは、限られた量の情報のみが交換され
る必要があり得るので、様々な要件が緩和され得る。たとえば、（広帯域ＵＥに対して）
最大帯域幅が低減され得、単一の受信無線周波数（ＲＦ）チェーンが使用され得、ピーク
レートが低減され得（たとえば、トランスポートブロックサイズのために最高１００ビッ
ト）、送信電力が低減され得、ランク１送信が使用され得、半二重動作が実行され得る。
【００８１】
　[00102]いくつかの場合には、半二重動作が実行される場合、狭帯域ＵＥは、送信から
受信に（または受信から送信に）遷移するための緩和された切替え時間を有し得る。たと
えば、切替え時間は、通常ＵＥのための２０μｓから狭帯域ＵＥのための１ｍｓに緩和さ
れ得る。リリース１２狭帯域ＵＥは、依然として、通常ＵＥと同様の方法でダウンリンク
（ＤＬ）制御チャネルを監視し得、たとえば、最初の数個のシンボル中の広帯域制御チャ
ネル（たとえば、ＰＤＣＣＨ）、ならびに比較的狭帯域を占有するが、１ブフレームの長
さにわたる狭帯域制御チャネル（たとえば、ｅＰＤＣＣＨ）を監視する。
【００８２】
　[00103]いくつかのシステムでは、たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３では、狭帯域は、
利用可能なシステム帯域幅内の（たとえば、６つ以下のリソースブロック（ＲＢ）の）特
定の狭帯域割当てに限定され得る。しかしながら、狭帯域は、たとえば、ＬＴＥシステム
内で共存する（co-existテムの利用可能なシステム帯域幅内の異なる狭帯域領域に再同調
（retune）する（たとえば、動作するおよび／またはキャンピングする）ことが可能であ
り得る。
【００８３】
　[00104]ＬＴＥシステム内での共存の別の例として、狭帯域ＵＥは、レガシー物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）（たとえば、概して、セルへの初期アクセスのために
使用され得るパラメータを搬送するＬＴＥ物理チャネル）を（繰返しで）受信し、１つま
たは複数のレガシー物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random acce
ss channel）フォーマットをサポートすることが可能であり得る。たとえば、狭帯域ＵＥ
は、複数のサブフレームにわたるＰＢＣＨの１回または複数回の追加の繰返しでレガシー
ＰＢＣＨを受信することが可能であり得る。別の例として、狭帯域ＵＥは、ＬＴＥシステ
ムにおけるｅＮＢにＰＲＡＣＨの１回または複数回の繰返しを送信する（たとえば、１つ
または複数のＰＲＡＣＨフォーマットがサポートされる）ことが可能であり得る。ＰＲＡ
ＣＨは、狭帯域ＵＥを識別するために使用され得る。また、繰り返されるＰＲＡＣＨ試み
の数は、ｅＮＢによって構成され得る。
【００８４】
　[00105]狭帯域ＵＥはまた、リンクバジェット制限付きデバイスであり得、それのリン
クバジェット制限に基づいて、（たとえば、狭帯域ＵＥに送信される異なる量の繰返しメ
ッセージを伴う）異なる動作モードで動作し得る。たとえば、いくつかの場合には、狭帯
域ＵＥは、繰返しがほとんどない（すなわち、ＵＥがメッセージを正常に受信するために
必要とされる繰返しの量が少ないか、または繰返しが必要とされないことさえある）通常
カバレージモードで動作し得る。代替的に、いくつかの場合には、狭帯域ＵＥは、大きい
量の繰返しがあり得るカバレージ拡張（ＣＥ：coverage enhancement）モードで動作し得
る。たとえば、３２８ビットペイロードの場合、ＣＥモードにある狭帯域ＵＥは、ペイロ
ードを正常に受信するために、ペイロードの１５０回以上の繰返しを必要とし得る。
【００８５】
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　[00106]いくつかの場合には、たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３の場合、狭帯域ＵＥは
、ブロードキャスト送信およびユニキャスト送信のそれの受信に関する制限された能力を
有することがある。たとえば、狭帯域ＵＥによって受信されたブロードキャスト送信のた
めの最大トランスポートブロック（ＴＢ）サイズは、１０００ビットに制限され得る。さ
らに、いくつかの場合には、狭帯域ＵＥは、１サブフレーム中で１より多くのユニキャス
トＴＢを受信することが可能でないことがある。いくつかの場合には（たとえば、上記で
説明されたＣＥモードとノーマルモードの両方の場合）、狭帯域ＵＥは、１サブフレーム
中で１より多くのブロードキャストＴＢを受信することが可能でないことがある。さらに
、いくつかの場合には、狭帯域ＵＥは、１サブフレーム中で１つのユニキャストＴＢと１
つのブロードキャストＴＢの両方を受信することが可能でないことがある。
【００８６】
　[00107]ＬＴＥシステムにおいて共存する狭帯域ＵＥはまた、ページング、ランダムア
クセスプロシージャなどのいくつかのプロシージャのための新しいメッセージを（たとえ
ば、これらのプロシージャのためにＬＴＥにおいて使用される従来のメッセージとは対照
的に）サポートし得る。ページング、ランダムアクセスプロシージャなどのためのこれら
の新しいメッセージは、非狭帯域ＵＥに関連する同様のプロシージャのために使用される
メッセージとは別個であり得る。たとえば、ＬＴＥにおいて使用される従来のページング
メッセージと比較して、狭帯域ＵＥは、非狭帯域ＵＥが監視および／または受信すること
が可能でないページングメッセージを監視および／または受信することが可能であり得る
。同様に、従来のランダムアクセスプロシージャにおいて使用される従来のランダムアク
セス応答（ＲＡＲ）メッセージと比較して、狭帯域ＵＥは、同じく、非狭帯域ＵＥによっ
て受信されることが可能でないことがあるＲＡＲメッセージを受信することが可能であり
得る。狭帯域ＵＥに関連する新しいページングおよびＲＡＲメッセージはまた、１回また
は複数回繰り返され（たとえば、「バンドル」され）得る。さらに、新しいメッセージに
ついて異なる繰返し数（たとえば、異なるバンドリングサイズ）がサポートされ得る。
【００８７】
　[00108]いくつかの態様によれば、各狭帯域領域が合計６つ以下のＲＢである帯域幅に
わたる複数の狭帯域領域は、狭帯域ＵＥおよび／または狭帯域動作によってサポートされ
得る。いくつかの場合には、狭帯域動作における各狭帯域ＵＥは、一度に（たとえば、１
．４ＭＨｚまたは６つのＲＢにおいて）１つの狭帯域領域内で動作し得る。しかしながら
、狭帯域動作における狭帯域ＵＥは、所与の時間に、より広いシステム帯域幅における他
の狭帯域領域に再同調し得る。いくつかの例では、複数の狭帯域ＵＥが同じ狭帯域領域に
よってサービスされ得る。他の例では、複数の狭帯域ＵＥが、（たとえば、各狭帯域領域
が６つのＲＢにわたる）異なる狭帯域領域によってサービスされ得る。また他の例では、
狭帯域ＵＥの異なる組合せが、１つまたは複数の同じ狭帯域領域および／あるいは１つま
たは複数の異なる狭帯域領域によってサービスされ得る。
【００８８】
　[00109]たとえば、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１３における、いくつかのシステムは、狭帯域Ｕ
Ｅならびに他のＵＥのためのカバレージ拡張およびサポートを導入する。本明細書で使用
されるカバレージ拡張という用語は、概して、ネットワーク内の（狭帯域デバイスなどの
）デバイスのカバレージ範囲を拡張する任意のタイプの機構を指す。カバレージ拡張（Ｃ
Ｅ）のための１つの手法は、（たとえば、複数のサブフレームにわたって、または以下で
より詳細に説明されるように、同じサブフレーム内の複数のシンボルにわたって）複数回
同じデータを送信することを指すバンドリングである。
【００８９】
　[00110]いくつかのシステムでは、狭帯域ＵＥは、より広いシステム帯域幅中で動作し
ながら狭帯域動作をサポートし得る。たとえば、狭帯域ＵＥは、システム帯域幅のうちの
狭帯域領域中で送信および受信し得る。上述のように、狭帯域領域は６つのリソースブロ
ック（ＲＢ）にわたり得る。
【００９０】
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　[00111]いくつかのシステムは、ＵＥとｅＮＢとの間の１５５．７ｄＢ最大結合損失に
マッピングする最高１５ｄＢのカバレージ拡張をもつ狭帯域ＵＥを与え得る。したがって
、狭帯域ＵＥおよびｅＮＢは、低いＳＮＲ（たとえば、－１５ｄＢ～－２０ｄＢ）におい
て測定を実行し得る。いくつかのシステムでは、カバレージ拡張はチャネルバンドリング
を含み得、ここにおいて、狭帯域ＵＥに関連するメッセージが１回または複数回繰り返さ
れ（たとえば、バンドルされ）得る。
【００９１】
　[00112]いくつかのデバイスは、レガシータイプ通信と非レガシータイプ通信の両方と
通信することが可能であり得る。たとえば、いくつかのデバイスは、（システム帯域幅全
体の）狭帯域領域ならびにより広い帯域領域の両方において通信することが可能であり得
る。上記の例は、狭帯域領域を介して通信する低コストまたはＭＴＣデバイスを指すが、
たとえば、周波数選択性および指向性送信を利用する、他の（非低コスト／非ＭＴＣ）タ
イプのデバイスも、狭帯域領域を介して通信し得る。
狭帯域ＬＴＥのための例示的なアップリンク設計
　[00113]本論説のいくつかの態様は、第１のタイプのＵＥによって使用されるアップリ
ンクリソースのためのスロットおよび／またはサブフレーム境界が、第２のタイプのＵＥ
によって使用されるアップリンクリソースのためのスロットおよび／またはサブフレーム
境界と整合する（align with）ように、第２のタイプのＵＥよりも狭い帯域幅上で動作す
る第１のタイプのＵＥのためのアップリンクリソース割振りを与える。
【００９２】
　[00114]いくつかの場合には、いくつかのＵＥ（たとえば、マシンタイプ通信（ＭＴＣ
）ＵＥ）は、ＧＳＭ技術またはＥＤＧＥ技術との後方互換性がある必要はない（たとえば
、より高い能力設計をもつＵＥによって使用される帯域幅よりも狭い帯域幅上で動作する
）低コスト、低帯域幅設計を有し得る。しかしながら、いくつかの場合には、これらの低
コスト、低電力ＵＥ（「狭帯域ＵＥ」）は、帯域内展開（すなわち、広帯域ＵＥによって
使用される帯域幅内で動作する狭帯域ＵＥ）、および／またはスタンドアロン展開（すな
わち、広帯域ＵＥによって使用される帯域幅外で動作する狭帯域ＵＥ）のための同じまた
は同様の設計を使用して広帯域ＵＥとの互換性があり得る。
【００９３】
　[00115]極度の(extreme)カバレージ状況のいくつかの場合、１６４ｄＢの最小結合損失
（ＭＣＬ：minimum coupling loss）が必要とされ得る。設計は、高い電力効率を有し、
多数のデバイスをサポートし、低コストで実装され得る。いくつかの場合には、２００ｋ
Ｈｚチャネル帯域幅が、狭帯域ＵＥによって通信のために使用され得る。
【００９４】
　[00116]図５は、狭帯域がより大きいシステム帯域幅内で展開され得る様々な展開を示
す。図示のように、狭帯域は、１８０ｋＨｚの帯域幅と２０ｋＨｚガードバンドとをもつ
単一のＬＴＥリソースブロックであり得る。狭帯域通信のための単一のＬＴＥリソースブ
ロックを使用することによって、ＬＴＥスタックの上位レイヤおよびハードウェアの大部
分は再利用され得る。さらに、狭帯域ＵＥは拡張マシンタイプ通信（ｅＭＴＣ）と狭帯域
ＬＴＥとを実装し得、それにより、断片化（fragmentation）を回避し得る。図示のよう
に、これらの狭帯域は、（たとえば、広帯域ＵＥによって使用される）システム帯域幅と
少なくとも部分的に重複し得るか、またはシステム帯域幅の外部に存在し得る。
【００９５】
　[00117]ある場合には、展開５０２によって示されるように、狭帯域は、システム帯域
幅内で（たとえば、広帯域ＵＥによって使用されるシステム帯域幅内で）展開され、狭帯
域ＵＥによる使用のために専用化され得る。広帯域チャネル中のリソースブロックが狭帯
域通信のために使用され得る。別の場合には、展開５０４によって示されるように、狭帯
域は、異なるチャネル外の（または異なるチャネル間の）ガードバンド内で展開され得る
。さらに別の場合、示されていないが、狭帯域チャネルはスタンドアロンチャネルであり
得る。たとえば、狭帯域ＵＥによって通信のために使用される狭帯域チャネルは、ＧＳＭ
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スペクトル中で展開され得、単一の２００ｋＨｚキャリアを使用し得る。図示のように、
いくつかの場合には、サブフレームのいくつかのサブセット５０６は狭帯域送信のために
割り振られ得る。狭帯域送信のために使用されるサブフレームのサブセット５０６は、シ
ステム帯域幅を通して配信され得る。いくつかの場合には、図示のように、サブフレーム
の第１のサブセット５０６1は、サブフレームの他のサブセット５０６（たとえば、サブ
フレームの第２のサブセット５０６2）と部分的に重複し得る。
【００９６】
　[00118]ＵＥとｅノードＢ（ｅＮＢ）との間の通信では、ＵＥは、典型的には、物理ラ
ンダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channel）上で送信を実
行する。ｅＮＢはＰＲＡＣＨ送信を検出し、タイミングアドバンスコマンドを送り、ＵＥ
は、１つのリソースブロック（ＲＢ）の最小割振りを有し得る物理アップリンク共有チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）上で情報を送信する。
【００９７】
　[00119]いくつかの態様では、狭帯域ＵＥは１つのＲＢを使用してＰＲＡＣＨ送信を実
行し得、それは、より広い帯域幅を使用して送られるＰＲＡＣＨ送信に対してタイミング
分解能を減少させ得る。６つのＲＢのより広い帯域幅のためのタイミング分解能は、およ
そ１マイクロ秒であり得るが、１つのＲＢの狭帯域のためのタイミング分解能は、およそ
５マイクロ秒であり得る。タイミングアドバンスコマンドは、１ＲＢ狭帯域の低減された
タイミング分解能と、潜在的により低い信号対雑音比とにより、正確さを失い得る。いく
つかの場合には、ディープカバレージ中のＵＥは電力制限され得（すなわち、追加の帯域
幅から恩恵を受けないことがあり）、それにより、狭帯域通信（たとえば、１ＲＢ帯域幅
ＬＴＥ通信）の多重化能力を増大させるためにサブＲＢ割当ての使用が可能にされ得る。
【００９８】
　[00120]１つの設計では、広帯域ＬＴＥサブフレームのアップリンクヌメロロジー（num
erology）は、狭帯域ＬＴＥ通信のためにファクタ６で乗算され得る。各シンボルおよび
サイクリックプレフィックスは、２．５ｋＨｚのサブキャリア間隔の場合、６倍長くなり
得る。アップリンクヌメロロジー（numerology）を乗算することは、オーバーヘッドに関
して効率を失うことなしに、時間不正確さがより高くなることを可能にし得、多数のＵＥ
が同時に多重化されることを可能にし得る。しかしながら、アップリンクヌメロロジーを
ファクタ６で乗算することは、狭帯域ＬＴＥ送信が広帯域（レガシー）ＬＴＥ送信との直
交性を失うことを引き起こし得、それは、さらなる干渉を生じ得る。広帯域ＵＥと狭帯域
ＵＥとが同じＲＢ中で時間多重化された場合、追加のサイクリックプレフィックス長は、
タイミングアドバンス誤差を補償することが可能でないことがある。最終的に、狭帯域Ｕ
Ｅのためのスケジューリング時間単位と広帯域ＵＥのためのスケジューリング時間単位と
の間の差は、スケジューリング、時間領域複信動作、および狭帯域ＬＴＥ　ＰＵＳＣＨを
広帯域サウンディング基準信号と多重化することの問題を課し得る。
【００９９】
　[00121]いくつかの場合には、狭帯域ＬＴＥ送信と広帯域ＬＴＥ送信とは、同じサブフ
レーム構造およびヌメロロジーを使用し得る。
【０１００】
　[00122]図６は、本開示の態様による、第１のタイプのＵＥに（たとえば、「スキーム
１」による狭帯域ＵＥに）アップリンクリソースを割り振るために、たとえば、基地局に
よって実行され得る例示的な動作６００を示す。
【０１０１】
　[00123]動作６００は、６０２において開始し得、ここで、基地局が、第２のタイプの
ＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基地
局と通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソースを割り振る。
アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同
じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティで（with）割当られ得、およびシン
グルサブキャリアが第１のタイプのＵＥに割り振られる。６０４において、基地局は、割
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り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信する。
【０１０２】
　[00124]図７は、本開示の態様による、（たとえば、図６に関して上記で説明された動
作を実行する基地局によって割り振られた）割り振られたリソース上で基地局と通信する
ために、たとえば、第１のタイプのＵＥ（たとえば、狭帯域ＵＥ）によって実行され得る
例示的な動作７００を示す。
【０１０３】
　[00125]動作７００は、７０２において開始し得、ここで、ＵＥは、基地局と通信する
ために第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数
帯域上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信する。割り振ら
れたアップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソース
と同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを有し得、シングルサブキャリ
ア（single subcarriers）は第１のタイプのＵＥに割り振られ得る。７０４において、Ｕ
Ｅは、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行する。
【０１０４】
　[00126]一態様（以下「スキーム１」）では、狭帯域ＬＴＥ通信のために使用されるア
ップリンクヌメロロジーは、広帯域（レガシー）ＬＴＥ通信のために使用されるアップリ
ンクヌメロロジーと同じままであり得る。サブキャリアは１５ｋＨｚの間隔を有し得、サ
ブフレームは１ミリ秒の持続時間を有し得る。ディープカバレージＵＥの場合、シングル
トーン送信が使用され得る。符号分割多重化（ＣＤＭ）は、リソースブロックにおける通
信のために利用可能な１８０ｋＨｚ内で（たとえば、リソースブロックにおいて使用する
ために利用可能な１８０ｋＨｚ中のシングルサブキャリアまたはサブキャリアのグループ
内で）より多くのＵＥを多重化するために経時的に適用され得る。いくつかの場合には、
基地局は、ＵＥが広帯域ＵＥによって使用されるＳＲＳシンボルの周りでレートマッチン
グすべきであることを示すことができる。広帯域ＬＴＥ通信と狭帯域ＬＴＥ通信の両方に
ついて同じヌメロロジーを使用することによって、狭帯域通信は広帯域通信に干渉しない
ことがあり、狭帯域ＬＴＥ通信は周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）
帯域内展開に適合し得る。サイクリックプレフィックス長が、狭帯域ＬＴＥ通信と広帯域
ＬＴＥ通信の両方について同じままであるので、狭帯域通信中に、タイミング推定不正確
さが存在し得る。
【０１０５】
　[00127]図８は、本開示の一態様による、例示的なサブフレーム８００を示す。図示の
ように、サブフレーム８００は、ＰＵＳＣＨ送信のための８つの時間間隔と、復調基準信
号（ＤＭＲＳ：demodulation reference signal）送信のための６つの時間間隔とを含む
。サブフレームは、２つのスロット、すなわち、ＰＵＳＣＨシンボル０～３とＤＭＲＳシ
ンボルＡ、Ｂ、およびＣとを含む第１のスロット８１０、ならびにＰＵＳＣＨシンボル４
～７と、ＤＭＲＳシンボルＤ、Ｅ、およびＦとを含む第２のスロット８２０に分割され得
る。
【０１０６】
　[00128]ある場合には、トーンごとに３つのＵＥが多重化され得る。シンボル０、１、
２、および３の間の直交シーケンスを用いた符号分割多重化（ＣＤＭ）が使用され、１つ
のＵＥが２つのシーケンスを受信し、２つのＵＥが単一のシーケンスを受信し得る。３つ
のＵＥのためのＤＭＲＳが、異なる拡散シーケンスを使用して多重化され、各ＵＥは、ス
ロットごとに単一のＤＭＲＳを受信し得る（たとえば、各ＵＥは、第１のスロット８１０
中で単一のＤＭＲＳを受信し、第２のスロット８２０中で単一のＤＭＲＳを受信し得る）
。
【０１０７】
　[00129]別の場合には、トーンごとに６つのＵＥが多重化され得る。８つの直交シーケ
ンスを用いた符号分割多重化（ＣＤＭ）がシンボル０～７のために使用され得、２つのＵ
Ｅは２つのシーケンスを受信し、残りの４つのＵＥは、それぞれ１つのシーケンスを受信
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し得る。６つのＵＥのためのＤＭＲＳが、異なる拡散シーケンスを使用して多重化され得
、各ＵＥは、サブフレームごとに単一のＤＭＲＳを受信する。
【０１０８】
　[00130]いくつかの場合（以下「スキーム３」）には、広帯域ＬＴＥ送信がノーマルサ
イクリックプレフィックスまたは拡張サイクリックプレフィックスを使用するか否かにか
かわらず、広帯域ＬＴＥ送信とともに帯域内で実行される狭帯域ＬＴＥ送信のために、拡
張サイクリックプレフィックスヌメロロジーが使用され得る。拡張サイクリックプレフィ
ックスを使用して、狭帯域送信は、（ノーマルサイクリックプレフィックスが使用された
場合の７つのＯＦＤＭシンボルの代わりに）スロットごとに６つのＯＦＤＭシンボルを有
し得る。サイクリックプレフィックスは、タイミング誤差のためのさらなる緩衝（cushio
n）を与え得る１６．７マイクロ秒の長さを有し得る。符号分割多重化は、多重化能力を
増加させるために使用され得る。
【０１０９】
　[00131]増加されたサイクリックプレフィックス長は、効率という犠牲を払って時間正
確さを改善し得る。拡張サイクリックプレフィックスを使用する狭帯域ＬＴＥ送信は、広
帯域ＬＴＥ送信がノーマルサイクリックプレフィックスまたは拡張サイクリックプレフィ
ックスを使用するか否かにかかわらず、広帯域ＬＴＥ送信と時間整合されたままであり得
る。広帯域ＬＴＥ送信がノーマルサイクリックプレフィックスを使用する場合、狭帯域Ｌ
ＴＥ送信のために拡張サイクリックプレフィックスを使用することは直交性の損失を生じ
得る。
【０１１０】
　[00132]いくつかの場合（以下「スキーム２」）には、狭帯域ＬＴＥ送信のために、広
帯域ＬＴＥシンボル持続時間およびサブキャリア間隔に対する増加されたシンボル持続時
間とより狭いサブキャリア間隔とが使用され得る。
【０１１１】
　[00133]図９は、本開示の態様による、第１のタイプのＵＥ（たとえば、狭帯域ＵＥ）
に（スキーム２に従って）アップリンクリソースを割り振るために、基地局によって実行
され得る例示的な動作９００を示す。動作９００は、９０２において開始し得、ここで、
基地局は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数
帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基地局と通信する１つまたは複数の第１のタイプの
ＵＥにアップリンクリソースを割り振る。アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥ
に割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサ
ブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ得る。狭帯域サブフ
レーム構造は少なくとも２つのタイムスロットを備え得、各タイムスロットは、第２のタ
イプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し得る。９
０４において、基地局は、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップリン
ク送信を受信する。
【０１１２】
　[00134]図１０は、本開示の態様による、基地局と（たとえば、図９に関して上記で説
明された動作を実行する基地局と）通信するために、第１のタイプのＵＥによって実行さ
れ得る例示的な動作１０００を示す。
【０１１３】
　[00135]動作１０００は、１００２において開始し得、ここで、ＵＥは、基地局と通信
するために第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信する。割り
振られたアップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソ
ースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サ
ブフレーム構造において割り振られ得る。狭帯域サブフレーム構造は少なくとも２つのタ
イムスロットを備え得、各タイムスロットは、第２のタイプのＵＥと通信するために使用
されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し得る。１００４において、ＵＥは、割り振
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られたリソース上でアップリンク送信を実行する。
【０１１４】
　[00136]図１１は、本開示の態様による、狭帯域サブフレーム構造が、広帯域サブフレ
ームに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とを有する例示的
なサブフレーム構造１１００を示す。図示のように、広帯域サブフレームに対して、ＯＦ
ＤＭシンボル長はファクタ２で乗算され、サブキャリア間隔はファクタ２で低減される。
たとえば、各狭帯域ＲＢは（１５ｋＨｚのサブキャリア間隔をもつ１２個のサブキャリア
を有する広帯域ＲＢとは対照的に）７．５ｋＨｚのサブキャリア間隔をもつ２４個のサブ
キャリアを有し得る。狭帯域構造におけるサイクリックプレフィックス長は、広帯域構造
において使用されるサイクリックプレフィックスの２倍の長さである。最終的に、サブフ
レームの長さは、持続時間が２ミリ秒に増加され、各スロット１１１０および１１２０は
、持続時間が１ミリ秒である。代替的に、狭帯域サブフレーム構造は、広帯域サブフレー
ム構造に対して１ミリ秒の持続時間および低減された数のＯＦＤＭシンボルを用いて定義
され得る。たとえば、１ミリ秒の持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造は、７つのＯＦ
ＤＭシンボル（たとえば、広帯域サブフレーム構造の半分の数のシンボル）を有し得る。
【０１１５】
　[00137]図１２は、本開示の態様による、広帯域（レガシー）サブフレーム１２１０と
狭帯域スロット１２２０との間の比較を示す。図示のように、単一の狭帯域スロット１２
２０は、広帯域サブフレーム１２１０と同じ持続時間を有する（すなわち、両方とも持続
時間が１ミリ秒である）。代替的に、上記で説明されたように、狭帯域サブフレームは、
１ミリ秒の持続時間を用いて定義され得る。
【０１１６】
　[00138]スケジューリングユニットは１つの狭帯域スロット中の１つのリソース要素で
あり得る。１スロット送信を用いる効率的なＴＤＤ動作が可能にされ得る。たとえば、１
つのアップリンクサブフレームのみが利用可能である場合、ｅＮＢは、狭帯域ＵＥが広帯
域ＬＴＥ　ＵＥと整合されるように、狭帯域ＵＥに単一の狭帯域スロットを与え得る。
【０１１７】
　[00139]広帯域ＬＴＥ通信に対して狭帯域ＬＴＥ通信のための拡張されたＯＦＤＭシン
ボル長とより狭いサブキャリア間隔とを使用することによって、サイクリックプレフィッ
クス長は、狭帯域ＬＴＥ通信と広帯域ＬＴＥ通信とのための同じオーバーヘッドを保ちな
がら、増加され得る。１つの狭帯域スロットが１つの広帯域サブフレームと同じ持続時間
を有するので、ＴＤＤおよびスロットレベルスケジューリングが使用され得る。しかしな
がら、狭帯域ＬＴＥ通信と広帯域ＬＴＥ通信との間の直交性の損失があり得る。さらに、
サイクリックプレフィックス長をファクタ２で乗算することは、タイミング誤差を考慮す
るのに十分な緩衝を与えないことがある。
【０１１８】
　[00140]いくつかの場合（以下「スキーム４」）には、狭帯域ＬＴＥ送信は、広帯域Ｌ
ＴＥタイミングに適合する異なるヌメロロジーを使用し得る。広帯域ＬＴＥタイミングに
適合する異なるヌメロロジーを使用することによって、ＯＦＤＭシンボル（またはガード
バンドをもつＯＦＤＭシンボル）は、スロットおよび／またはサブフレーム境界と整合さ
れ得る。そのような整合は、狭帯域ＵＥおよび広帯域ＵＥとの時間領域複信通信を実行す
ることを助け得る。
【０１１９】
　[00141]図１３は、本開示の態様による、第１のタイプのＵＥ（たとえば、狭帯域ＵＥ
）に（「スキーム４」に従って）アップリンクリソースを割り振るために、基地局によっ
て実行され得る例示的な動作１３００を示す。
【０１２０】
　[00142]動作１３００は、１３０２において開始し得、ここで、基地局は、第２のタイ
プのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の
周波数帯域上で基地局と通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリ
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ソースを割り振る。アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造にお
いて割り振られる。狭帯域サブフレーム構造は少なくとも２つのシンボルを備え、第２の
タイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し得る。
１３０４において、基地局は、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥからアップ
リンク送信を受信する。
【０１２１】
　[00143]図１４は、本開示の態様による、基地局（たとえば、図１３に関して上記で説
明された動作を実行する基地局）と通信するために、第１のタイプのＵＥによって実行さ
れ得る例示的な動作１４００を示す。
【０１２２】
　[00144]動作１４００は、１４０２において開始し得、ここで、ＵＥは、基地局と通信
するために第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信する。アッ
プリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して
増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られる。狭帯
域サブフレーム構造は少なくとも２つのシンボルを備え、第２のタイプのＵＥと通信する
ために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し得る。１４０４において、ＵＥ
は、割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行する。
【０１２３】
　[00145]図１５Ａは、いくつかの実施形態による、広帯域ＬＴＥサブフレーム／スロッ
ト構造１５１０を示す。スロットごとに７つのシンボルおよび１．９２ＭＨｚのサンプリ
ング周波数の場合、スロットは９６０個の時間サンプルを備え得、サブフレームは１９２
０個の時間サンプルを備え得る。サイクリックプレフィックスのために使用される合計６
４個の時間サンプルおよびデータのために使用される合計８９６個の時間サンプルの場合
、各スロットは、９つまたは１０個の時間サンプルの長さをもつサイクリックプレフィッ
クスと、１２８個の時間サンプルの長さをもつデータとを含み得る。
【０１２４】
　[00146]いくつかの場合には、（たとえば、「スキーム４」による）サブフレームヌメ
ロロジーはファクタ７で乗算され得る。サブフレームヌメロロジーに７を乗算することに
よって、１つの狭帯域ＯＦＤＭシンボルは、持続時間において１つの広帯域スロットに対
応し得る。図１５Ｂ中の狭帯域サブフレーム構造１５２０によって示されるように、シン
ボルごとに合計９６０個の時間サンプルの場合、各シンボルは、６４個の時間サンプルの
持続時間をもつサイクリックプレフィックスと、８９６個の時間サンプルの持続時間をも
つデータ部分とを有し得る。したがって、各狭帯域シンボルは、広帯域スロットと整合さ
れ（be aligned with）得る。
【０１２５】
　[00147]いくつかの場合には、サブフレームヌメロロジーはファクタ６で乗算され得る
。ヌメロロジーがファクタで乗算される場合、広帯域ＬＴＥスロットごとに約７／６のシ
ンボルがあり得る。ある場合には、図１６Ａに示されているように、狭帯域シンボル境界
を広帯域スロット境界に整合させるために、大きいサイクリックプレフィックスが使用さ
れ得る。狭帯域サブフレーム１６１０は２つのＯＦＤＭシンボルを含み得、各々は、（９
６０個の時間サンプルのシンボル持続時間、または単一の広帯域スロットの持続時間を生
じる）１９２個の時間サンプルの持続時間をもつサイクリックプレフィックスと、７６８
個の時間サンプルのデータ部分とを有し得る。さらに、このヌメロロジーは、レガシーＬ
ＴＥ拡張ＣＰ波形をファクタ６で拡張することによって取得され得る。
【０１２６】
　[00148]別の例では、ガード期間が導入され得る。図１５Ｃ中の狭帯域サブフレーム構
造１５３０によって示されるように、各シンボルは、４４個の時間サンプルの持続時間を
もつサイクリックプレフィックスと、８９６個の時間サンプルの持続時間をもつデータ部
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分とを有し得る。ある場合には、狭帯域サブフレームの境界が広帯域サブフレームの境界
と整合されるように、４０個の時間サンプルの持続時間をもつガード期間が第２のシンボ
ルの終端において追加され得る。別の場合には、ガード期間は各狭帯域シンボルの終端に
追加され得る（たとえば、シンボルは、４４個の時間サンプルの持続時間をもつサイクリ
ックプレフィックスと、８９６個の時間サンプルの持続時間をもつデータ部分と、２０個
の時間サンプルのガード期間とを有し得る）。各狭帯域シンボルの境界は広帯域スロット
の境界と整合され得、各狭帯域サブフレームの境界は広帯域サブフレームの境界と整合さ
れ得る。
【０１２７】
　[00149]いくつかの場合には、拡散ファクタ６を使用して狭帯域シンボルを整合させる
ために、狭帯域送信が、同じＲＢ中で時間多重化される広帯域ＳＲＳ送信および／または
レガシーＬＴＥ送信に干渉することを回避するように、ガード期間が追加され得る。図１
６Ｂは、スロット境界整合を与えるための対称ガード期間の使用を示す。図示のように、
狭帯域サブフレーム１６２０は２つのＯＦＤＭシンボルを含み得、各ＯＦＤＭシンボルは
、１０６個の時間サンプルの持続時間をもつサイクリックプレフィックスと、７６８個の
時間サンプルの持続時間をもつデータ部分と、８６個の時間サンプルの持続時間をもつガ
ード期間とを含み得る。別の場合には、図１６Ｃに示されているように、広帯域（レガシ
ー）ＳＲＳ送信のために広帯域サブフレーム構造における最後のＯＦＤＭシンボルを空に
しておくために、非対称ガード期間が狭帯域サブフレーム１６３０中で使用され得る。図
示のように、各シンボルは、９６個の時間サンプルの持続時間をもつサイクリックプレフ
ィックスと、７６８個の時間サンプルのデータ部分とを有し得る。第２のシンボルが送信
された後、広帯域（レガシー）ＳＲＳに干渉することを回避するために、１９２個の時間
サンプル（すなわち、広帯域スロットの１／５のサイズ）の持続時間をもつガード期間が
使用され得る。いくつかの場合には、狭帯域送信のためにどのアップリンクヌメロロジー
を使用すべきかという選定は、広帯域展開の特性に依存し得る。
【０１２８】
　[00150]図１７は、本開示の態様による、広帯域上での通信の特性に基づいて第１のタ
イプのＵＥ（たとえば、狭帯域ＵＥ）にリソースを割り振るために、基地局によって実行
され得る例示的な動作１７００を示す。動作１７００は、１７０２において開始し得、こ
こで、基地局は、第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の
周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で基地局と通信する１つまたは複数の第１のタ
イプのＵＥにアップリンクリソースを割り振る。アップリンクリソースは、少なくとも部
分的に、第２の周波数帯域を使用する基地局と第２のタイプのＵＥとの間の通信の特性に
関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構造において割り振ら
れる。１７０４において、基地局は、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥから
アップリンク送信を受信する。
【０１２９】
　[00151]図１８は、本開示の態様による、基地局と通信するために、第１のタイプのＵ
Ｅによって実行され得る例示的な動作１８００を示す。動作１８００は、１８０２におい
て開始し得、ここで、ＵＥは、基地局と通信するために第２のタイプのＵＥによって使用
される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上での基地局との通信のためのアッ
プリンクリソースの割振りを受信する。アップリンクリソースは、少なくとも部分的に、
第２の周波数帯域を使用する基地局と第２のタイプのＵＥとの間の通信の特性に関して決
定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構造において割り振られる。１
８０４において、ＵＥは、割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行する
。
【０１３０】
　[00152]図１９は、本開示の態様による、基地局と第２のタイプのＵＥ（たとえば、広
帯域ＵＥ）との間の通信の特性と、狭帯域通信のために使用されるべきアップリンクヌメ
ロロジーの選定との間の関係の例１９００を示す。図示のように、広帯域通信がノーマル
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サイクリックプレフィックスとＴＤＤとを使用する場合、狭帯域通信は、上記で説明され
たように、スキーム２に従って実行され得る。しかしながら、広帯域通信がノーマルサイ
クリックプレフィックスとＦＤＤとを使用する場合、狭帯域通信は、上記で説明されたよ
うに、スキーム１に従って実行され得る。最後に、広帯域通信が拡張サイクリックプレフ
ィックスを使用する場合、広帯域通信がＴＤＤまたはＦＤＤを使用して実行されるか否か
にかかわらず、スキーム３が使用され得る。
【０１３１】
　[00153]いくつかの場合には、狭帯域フレーム構造はまた、ＳＲＳがいくつかの広帯域
サブフレーム中に存在するか否かに基づいて選定され得る。ＳＲＳが存在する場合、たと
えば、狭帯域通信は、ガード期間と拡散ファクタ６とを用いるスキーム４を使用し得る。
ＳＲＳが存在しない場合、狭帯域通信は、小さいガード期間と拡散ファクタ７とを用いる
スキーム４を使用し得る。
【０１３２】
　[00154]いくつかの場合には、狭帯域フレーム構造はまた、狭帯域展開が帯域内である
のか、スタンドアロンであるのか、ガードバンドにおいてであるのかに基づいて選択され
得る。スタンドアロン展開が狭帯域通信のために使用される場合、たとえば、レガシーＬ
ＴＥに（たとえば、サブフレーム境界と整合されないシンボルに）適合しない（not comp
atible with）ヌメロロジーが使用され得る。
【０１３３】
　[00155]いくつかの場合には、図２０に示されているように、上記で説明されたスキー
ムの各々は、１ｍｓの持続時間をもつサブフレーム構造を使用し得る。スキーム１または
スキーム３の場合、１ミリ秒サブフレーム構造が使用され、サブフレームは、（サブフレ
ーム２０１０によって示されるように、ノーマルサイクリックプレフィックスが使用され
る場合に）１４個のシンボル、または（サブフレーム２０２０によって示されるように、
拡張サイクリックプレフィックスが使用される場合に）１２個のシンボルを含み得る。ス
キーム３の場合、ＯＦＤＭシンボル長さは増加され、サブキャリア間隔は、対応する量だ
け減少され、１ミリ秒サブフレーム２０３０は７つのシンボル（すなわち、ノーマルサイ
クリックプレフィックスを使用する広帯域サブフレーム構造の半分の数のシンボル）を含
み得る。最後に、スキーム４の場合、１ミリ秒サブフレーム２０４０構造は２つのシンボ
ルを含み、上記で説明されたように、同じＲＢ中で時間多重化された広帯域ＳＲＳまたは
広帯域（レガシー）送信の周りでレートマッチングするためのガード期間をオプションで
含み得る。
【０１３４】
　[00156]いくつかの場合には、広帯域通信がＴＤＤを使用する場合、基地局と通信する
ために狭帯域ＵＥによって使用されるアップリンクヌメロロジーは、フレーム中のアップ
リンクサブフレームの数に基づき得る。たとえば、広帯域通信が（フレーム中で６つのア
ップリンクサブフレームを有する）ＴＤＤ構成０を使用して実行される場合、狭帯域ＵＥ
によって使用されるアップリンクヌメロロジーは（上記で説明されたように）６で乗算さ
れ得るが、広帯域通信が（フレーム中で４つのアップリンクサブフレームを有する）ＴＤ
Ｄ構成１を使用して実行される場合、狭帯域ＵＥによって使用されるアップリンクヌメロ
ロジーは４で乗算され得る。いくつかの場合には、狭帯域通信のために使用されるアップ
リンクヌメロロジーは、フレーム中のアップリンクサブフレームの利用可能性に基づいて
調整され得る。たとえば、ＴＤＤ構成６では、フレームの前半（第１の半分）は３つのア
ップリンクサブフレームを含むが、フレームの後半（第２の半分）は２つのアップリンク
サブフレームを含む。狭帯域ＵＥは、フレームの前半（第１の半分）について６で乗算さ
れるアップリンクヌメロロジーを使用し得るが、アップリンクヌメロロジーは、フレーム
の後半（第２の半分）について４で乗算され得る。
【０１３５】
　[00157]いくつかの場合には、ｅノードＢとの通信のために使用されるアップリンクヌ
メロロジーは、ｅノードＢによって狭帯域ＵＥに明示的にシグナリングされ得る。アップ
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リンクヌメロロジーは（たとえば、システム情報ブロック中で）ブロードキャストされる
か、または（たとえば、ＲＲＣ接続メッセージ中で）狭帯域ＵＥに個々に送信され得る。
いくつかの場合には、アップリンクヌメロロジーはアップリンク許可（グラント）中で送
信され得る。
【０１３６】
　[00158]いくつかの場合（以下「スキーム５」）には、狭帯域ＬＴＥ送信は、広帯域Ｌ
ＴＥタイミングに適合しないアップリンクヌメロロジーを使用し得る。狭帯域ＬＴＥサブ
フレーム構造におけるシンボルは、広帯域ＬＴＥサブフレームのセットの境界と整合し得
る。
【０１３７】
　[00159]図２１は、本開示の態様による、第１のタイプのＵＥ（たとえば、狭帯域ＵＥ
）に（「スキーム５」に従って）リソースを割り振るために、基地局によって実行され得
る例示的な動作を示す。
【０１３８】
　[00160]動作２１００は、２１０２において開始し、ここで、基地局は、第２のタイプ
のユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上で基地局と通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥにアップリンクリソ
ースを割り振る。アップリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリ
ンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造におい
て割り振られる。狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと通
信するために使用される複数のサブフレーム構造のセットの境界と整合され得る。
【０１３９】
　[00161]２１０４において、基地局は、割り振られたリソース上で第１のタイプのＵＥ
からアップリンク送信を受信する。
【０１４０】
　[00162]図２２は、本開示の態様による、基地局（たとえば、図２１に関して上記で説
明された動作を実行する基地局）と通信するために、第１のタイプのＵＥによって実行さ
れ得る例示的な動作を示す。
【０１４１】
　[00163]動作２２００は、２２０２において開始し得、ここで、ＵＥは、基地局と通信
するために第２のタイプのＵＥによって使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上での基地局との通信のためのアップリンクリソースの割振りを受信する。アッ
プリンクリソースは、第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して
増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られる。狭帯
域サブフレーム構造におけるシンボルは、第２のタイプのＵＥと通信するために使用され
る複数のサブフレーム構造のセットの境界と整合され得る。２２０４において、ＵＥは、
割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行する。
【０１４２】
　[00164]スキーム５では、狭帯域構造において使用されるＯＦＤＭシンボル（またはＯ
ＦＤＭシンボル＋追加のガード期間）は、広帯域構造において使用されるサブフレーム境
界または複数のサブフレームのセットの境界と整合され得る。いくつかの場合には、狭帯
域構造において使用されるＯＦＤＭシンボルの始端を、広帯域構造において使用されるサ
ブフレーム境界または複数のサブフレームのセットの境界と整合させるために、ガード期
間またはサイクリックプレフィックスサンプルが追加され得る。
【０１４３】
　[00165]たとえば、狭帯域サブフレーム構造のためのアップリンクヌメロロジーは４で
乗算され、４ｍｓサブフレーム持続時間と、２ｍｓスロット持続時間と、広帯域サブフレ
ーム構造において使用されるシンボルの持続時間の４倍であるシンボル持続時間とを生じ
得る。狭帯域サブフレームの境界が広帯域サブフレームの境界と整合しないことがあるが
、狭帯域構造において使用されるＯＦＤＭシンボルは、１つの広帯域サブフレームおきに
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広帯域構造において使用されるＯＦＤＭシンボルと整合され得る（たとえば、狭帯域およ
び広帯域構造において使用されるＯＦＤＭシンボルは、通信が開始されるとき［時間０］
、２ｍｓにおいて（２つの広帯域サブフレーム、および第１の狭帯域サブフレームの第１
のスロットが送信された後）、４ｍｓにおいて（４つの広帯域サブフレーム、および１つ
の狭帯域サブフレームが送信された後）など、整合され得る。
【０１４４】
　[00166]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの組合せによって表さ
れ得る。
【０１４５】
　[00167]さらに、本明細書の開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、ソフトウェア／フ
ァームウェア、またはそれらの組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう
。ハードウェアとソフトウェア／ファームウェアのこの互換性を明確に示すために、様々
な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、概してそれらの
機能に関して上記で説明された。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソ
フトウェア／ファームウェアとして実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステ
ムに課される設計制約に依存する。当業者は、説明された機能を特定の適用例ごとに様々
な方法で実装し得るが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるもの
と解釈されるべきではない。
【０１４６】
　[00168]本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュー
ル、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそ
のような構成として実装され得る。
【０１４７】
　[00169]本明細書の開示に関して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、直
接ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファーム
ウェアモジュールで実施されるか、またはそれらの組合せで実施され得る。ソフトウェア
／ファームウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰ
ＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、相変化メモリ、レジスタ、ハードディ
スク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他
の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報
を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。
代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳ
ＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代替として、プロセッサお
よび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る。
【０１４８】
　[00170]１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア／ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファ
ームウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピ



(33) JP 6983761 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

ュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。
コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可
能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は
、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得
る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ、ＣＤ／ＤＶＤまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまた
は他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラ
ムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、
または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備える
ことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば
、ソフトウェア／ファームウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイ
ヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信され
る場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、
無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使
用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（Ｃ
Ｄ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途デ
ィスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒ
ａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の
組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１４９】
　[00171]特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙
中で使用されるとき、「および／または」という用語は、列挙された項目のうちのいずれ
か１つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合
せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／または
Ｃを含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの
組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいること
がある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たと
えば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは複数」などの句で終わ
る項目の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少
なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡ
ＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１５０】
　[00172]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明ら
かになり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱すること
なく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明された例およ
び設計に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致す
る最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域より
も狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥに
アップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記第
２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続
時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造に
おけるシンボルは、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用される複数のサブフレ
ーム構造のセットの境界と整合され、
　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
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ることと、
　を備える、方法。
[Ｃ２]　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシ
ンボル持続時間の４倍の持続時間であるシンボル持続時間を備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記狭帯域サブフレーム構造は、前記狭帯域サブフレーム構造の境界を、前記第
２のタイプのＵＥと通信するために使用される前記サブフレーム構造の前記複数の境界と
整合させるためのガード期間をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ１に記載の方
法。
[Ｃ５]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくとも
部分的に重複する、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって
、
　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、こ
こで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリン
クリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において
割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造におけるシンボルは、前記第２のタイプのＵＥ
と通信するために使用される複数のサブフレーム構造のセットの境界と整合され、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ７]　前記増加されたシンボル持続時間は、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたシ
ンボル持続時間の４倍の持続時間であるシンボル持続時間を備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ８]　前記狭帯域サブフレーム構造は、前記狭帯域サブフレーム構造の境界を、前記第
２のタイプのＵＥと通信するために使用される前記サブフレーム構造の前記複数の境界と
整合させるためのガード期間をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ９]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ６に記載の方
法。
[Ｃ１０]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ６に記載の方法。
[Ｃ１１]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域より
も狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥに
アップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記第
２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同じシンボル持続時間および同
じ時間グラニュラリティを用いて割り振られ、およびシングルサブキャリアが前記第１の
タイプのＵＥに割り振られ、
　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
ることと、
　を備える、方法。
[Ｃ１２]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ１１に記載
の方法。
[Ｃ１３]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１４]　異なる第１のタイプのＵＥは、符号分割多重化（ＣＤＭ）を使用して、同じ割
り振られたサブキャリアまたはサブキャリアのグループ中で多重化される、Ｃ１１に記載
の方法。
[Ｃ１５]　異なる第１のタイプのＵＥは、異なる拡散シーケンスを使用して復調基準信号
シンボル中で多重化される、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記割り振られたリソースを使用して前記第１のタイプのＵＥまたは前記第２
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のタイプのＵＥによって送信されるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）の周りでレートマ
ッチングを実行するために、前記第１のタイプのＵＥのうちの１つまたは複数にシグナリ
ングすることをさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースと同じサブキャリア間隔を用いて割り振られる、Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域内にあり、
　前記第１のタイプのＵＥのための前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵ
Ｅに割り振られたアップリンクリソースのために使用されるサイクリックプレフィックス
のタイプにかかわらず、ノーマルサイクリックプレフィックスに対して、拡張されたサイ
クリックプレフィックスを用いて割り振られる、
　Ｃ１１に記載の方法。
[Ｃ１９]　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であっ
て、
　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、こ
こで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリン
クリソースと同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを用いて割り振られ
、およびシングルサブキャリアが前記第１のタイプのＵＥに割り振られ、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ２０]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ１９に記載
の方法。
[Ｃ２１]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２２]　異なる第１のタイプのＵＥは、符号分割多重化（ＣＤＭ）を使用して、同じ割
り振られたサブキャリアまたはサブキャリアのグループ中で多重化される、Ｃ１９に記載
の方法。
[Ｃ２３]　異なる第１のタイプのＵＥは、異なる拡散シーケンスを使用して復調基準信号
シンボル中で多重化される、Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２４]　基地局から、前記第１のタイプのＵＥが、前記割り振られたリソースを使用し
て前記第１のタイプのＵＥまたは前記第２のタイプのＵＥによって送信されたサウンディ
ング基準信号（ＳＲＳ）の周りでレートマッチングを実行すべきであることを示すシグナ
リングを受信することをさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２５]　前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップ
リンクリソースと同じサブキャリア間隔を用いて割り振られる、Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域内にあり、
　前記第１のタイプのＵＥのための前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵ
Ｅに割り振られたアップリンクリソースのために使用されるサイクリックプレフィックス
のタイプにかかわらず、ノーマルサイクリックプレフィックスに対して、拡張されたサイ
クリックプレフィックスを用いて割り振られる、
　Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２７]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域より
も狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥに
アップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記第
２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続
時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、
前記狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのタイムスロットを備え、各タイムスロ
ットは、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持
続時間を有し、
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　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
ることと、
　を備える、方法。
[Ｃ２８]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ２７に記載
の方法。
[Ｃ２９]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ２７に記載の方法。
[Ｃ３０]　異なる第１のタイプのＵＥは、符号分割多重化（ＣＤＭ）を使用して、同じ割
り振られたサブキャリアまたはサブキャリアのグループ中で多重化される、Ｃ２７に記載
の方法。
[Ｃ３１]　異なる第１のタイプのＵＥは、異なる拡散シーケンスを使用して復調基準信号
シンボル中で多重化される、Ｃ２７に記載の方法。
[Ｃ３２]　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であっ
て、
　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、こ
こで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリン
クリソースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭
帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも
２つのタイムスロットを備え、各タイムスロットは、前記第２のタイプのＵＥと通信する
ために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ３３]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ３２に記載
の方法。
[Ｃ３４]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ３２に記載の方法。
[Ｃ３５]　異なる第１のタイプのＵＥは、符号分割多重化（ＣＤＭ）を使用して、同じ割
り振られたサブキャリアまたはサブキャリアのグループ中で多重化される、Ｃ３２に記載
の方法。
[Ｃ３６]　異なる第１のタイプのＵＥは、異なる拡散シーケンスを使用して復調基準信号
シンボル中で多重化される、Ｃ３２に記載の方法。
[Ｃ３７]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域より
も狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥに
アップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記第
２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持続
時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造は
、少なくとも２つのシンボルを備え、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用され
るサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、
　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
ることと、
　を備える、方法。
[Ｃ３８]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ３７に記載
の方法。
[Ｃ３９]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ３７に記載の方法。
[Ｃ４０]　前記狭帯域サブフレーム構造は、スロットごとに１つのシンボルをもつ２つの
タイムスロットを備える、Ｃ３７に記載の方法。
[Ｃ４１]　前記狭帯域サブフレーム構造は、サブフレームごとの少なくとも２つのシンボ
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ルと、前記狭帯域サブフレーム構造の境界を、前記第２のタイプのＵＥと通信するために
使用される前記サブフレーム構造の境界と整合させるためのガード期間と、を備える、Ｃ
３７に記載の方法。
[Ｃ４２]　前記狭帯域サブフレーム構造は、前記第２のタイプのＵＥがサウンディング基
準信号（ＳＲＳ）を送信し得る領域中でガード期間を備える、Ｃ３７に記載の方法。
[Ｃ４３]　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であっ
て、
　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、こ
こで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリン
クリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において
割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、前記第
２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ４４]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ４３に記載
の方法。
[Ｃ４５]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ４３に記載の方法。
[Ｃ４６]　前記狭帯域サブフレーム構造は、スロットごとに１つのシンボルをもつ２つの
タイムスロットを備える、Ｃ４３に記載の方法。
[Ｃ４７]　前記狭帯域サブフレーム構造は、サブフレームごとの少なくとも２つのシンボ
ルと、前記狭帯域サブフレーム構造の境界を、前記第２のタイプのＵＥと通信するために
使用される前記サブフレーム構造の境界と整合させるためのガード期間と、を備える、Ｃ
４３に記載の方法。
[Ｃ４８]　前記狭帯域サブフレーム構造は、前記第２のタイプのＵＥがサウンディング基
準信号（ＳＲＳ）を送信し得る領域中でガード期間を備える、Ｃ４３に記載の方法。
[Ｃ４９]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域より
も狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥに
アップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、少なく
とも部分的に、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプのＵＥとの
間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構造
において割り振られ、
　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信す
ることと、
　を備える、方法。
[Ｃ５０]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ４９に記載
の方法。
[Ｃ５１]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ４９に記載の方法。
[Ｃ５２]　前記特性は、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプの
ＵＥとの間の通信のために、時分割複信（ＴＤＤ）が使用されるのか、周波数分割複信（
ＦＤＤ）が使用されるのかを備える、Ｃ４９に記載の方法。
[Ｃ５３]　前記特性は、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプの
ＵＥとの間の通信のために、ノーマルサイクリックプレフィックス（ＣＰ）が使用される
のか、拡張サイクリックプレフィックスが使用されるのかを備える、Ｃ４９に記載の方法
。
[Ｃ５４]　前記特性は、前記第１の周波数帯域が前記第２の周波数帯域内に位置するかど
うかを備える、Ｃ４９に記載の方法。
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[Ｃ５５]　前記特性は、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）が所与のサブフレーム中に存
在するかどうかを備える、Ｃ４９に記載の方法。
[Ｃ５６]　前記狭帯域サブフレーム構造は、ＳＲＳが前記所与のサブフレーム中に存在し
ない場合、スロットごとに１つのシンボルをもつ２つのタイムスロットを備える、Ｃ５５
に記載の方法。
[Ｃ５７]　前記狭帯域サブフレーム構造は、ＳＲＳが前記所与のサブフレーム中に存在す
る場合、サブフレームごとの少なくとも２つのシンボルと、前記狭帯域サブフレーム構造
の境界を、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用される前記サブフレーム構造の
境界と整合させるためのガード期間と、を備える、
　Ｃ５５に記載の方法。
[Ｃ５８]　前記特性は、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプの
ＵＥとの間の通信のために使用される時分割複信（ＴＤＤ）構成を備える、Ｃ４９に記載
の方法。
[Ｃ５９]　前記狭帯域サブフレーム構造における第１のスロットのために第１のシンボル
持続時間が選択され、前記狭帯域サブフレーム構造における第２のスロットのために第２
のシンボル持続時間が選択される、Ｃ５８に記載の方法。
[Ｃ６０]　前記第１のシンボル持続時間と前記第２のシンボル持続時間とは、前記ＴＤＤ
構成におけるアップリンクサブフレームの数に基づいて選択される、Ｃ５９に記載の方法
。
[Ｃ６１]　第１のタイプのユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であっ
て、
　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周
波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、こ
こで、前記アップリンクリソースは、少なくとも部分的に、前記第２の周波数帯域を使用
する前記ＢＳと前記第２のタイプのＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シンボ
ル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、
　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を備える、方法。
[Ｃ６２]　前記第１の周波数帯域と前記第２の周波数帯域とは重複しない、Ｃ６１に記載
の方法。
[Ｃ６３]　前記第１の周波数帯域は前記第２の周波数帯域のガードバンド部分と少なくと
も部分的に重複する、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６４]　前記特性は、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプの
ＵＥとの間の通信のために、時分割複信（ＴＤＤ）が使用されるのか、周波数分割複信（
ＦＤＤ）が使用されるのかを備える、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６５]　前記特性は、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプの
ＵＥとの間の通信のために、ノーマルサイクリックプレフィックス（ＣＰ）が使用される
のか、拡張サイクリックプレフィックスが使用されるのかを備える、Ｃ６１に記載の方法
。
[Ｃ６６]　前記特性は、前記第１の周波数帯域が前記第２の周波数帯域内に位置するかど
うかを備える、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６７]　前記特性は、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）が所与のサブフレーム中に存
在するかどうかを備える、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６８]　前記狭帯域サブフレーム構造は、ＳＲＳが前記所与のサブフレーム中に存在し
ない場合、スロットごとに１つのシンボルをもつ２つのタイムスロットを備える、Ｃ６７
に記載の方法。
[Ｃ６９]　前記狭帯域サブフレーム構造は、ＳＲＳが前記所与のサブフレーム中に存在す
る場合、サブフレームごとの少なくとも２つのシンボルと、前記狭帯域サブフレーム構造
の境界を、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用される前記サブフレーム構造の
境界と整合させるためのガード期間と、を備える、
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　Ｃ６７に記載の方法。
[Ｃ７０]　前記特性が、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプの
ＵＥとの間の通信のために使用される時分割複信（ＴＤＤ）構成を備える、Ｃ６１に記載
の方法。
[Ｃ７１]　前記狭帯域サブフレーム構造における第１のスロットのために第１のシンボル
持続時間が選択され、前記狭帯域サブフレーム構造における第２のスロットのために第２
のシンボル持続時間が選択される、Ｃ７０に記載の方法。
[Ｃ７２]　前記第１のシンボル持続時間と前記第２のシンボル持続時間とは、前記ＴＤＤ
構成におけるアップリンクサブフレームの数に基づいて選択される、Ｃ７１に記載の方法
。
[Ｃ７３]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よ
りも狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥ
にアップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記
第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持
続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造
におけるシンボルは、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用される複数のサブフ
レーム構造のセットの境界と整合され、
　　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信
することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ７４]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局（ＢＳ）から、前記基地局と通信するために第２のタイプのＵＥによって使用
される第２の周波数帯域よりも狭い第１の周波数帯域上で前記基地局との通信のためのア
ップリンクリソースの割振りを受信することと、ここで、前記アップリンクリソースは、
少なくとも部分的に、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプのＵ
Ｅとの間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレー
ム構造において割り振られ、
　　前記割り振られたリソース上でアップリンク送信を実行することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ７５]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よ
りも狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥ
にアップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記
第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースと同じシンボル持続時間および
同じ時間グラニュラリティを用いて割り振られ、およびシングルサブキャリアが前記第１
のタイプのＵＥに割り振られ、
　　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信
することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ７６]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、



(40) JP 6983761 B2 2021.12.17

10

20

30

40

50

　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の
周波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、
ここで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリ
ンクリソースと同じシンボル持続時間および同じ時間グラニュラリティを用いて割り振ら
れ、およびシングルサブキャリアが前記第１のタイプのＵＥに割り振られ、
　　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ７７]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よ
りも狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥ
にアップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記
第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持
続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ
、前記狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのタイムスロットを備え、各タイムス
ロットは、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ
持続時間を有し、
　　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信
することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ７８]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の
周波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、
ここで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリ
ンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間とより狭いサブキャリア間隔とをもつ
狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造は、少なくと
も２つのタイムスロットを備え、各タイムスロットは、前記第２のタイプのＵＥと通信す
るために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、
　　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ７９]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よ
りも狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥ
にアップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、前記
第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリンクリソースに対して増加されたシンボル持
続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造
は、少なくとも２つのシンボルを備え、前記第２のタイプのＵＥと通信するために使用さ
れるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し、
　　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信
することと、
　を行うように構成され、
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　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ８０]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の
周波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、
ここで、前記アップリンクリソースは、前記第２のタイプのＵＥに割り振られたアップリ
ンクリソースに対して増加されたシンボル持続時間をもつ狭帯域サブフレーム構造におい
て割り振られ、前記狭帯域サブフレーム構造は、少なくとも２つのシンボルを備え、前記
第２のタイプのＵＥと通信するために使用されるサブフレーム構造と同じ持続時間を有し
、
　　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ８１]　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのユーザ機器（ＵＥ）と通信するために使用される第２の周波数帯域よ
りも狭い第１の周波数帯域上で前記ＢＳと通信する１つまたは複数の第１のタイプのＵＥ
にアップリンクリソースを割り振ることと、ここで、前記アップリンクリソースは、少な
くとも部分的に、前記第２の周波数帯域を使用する前記ＢＳと前記第２のタイプのＵＥと
の間の通信の特性に関して決定される、シンボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構
造において割り振られ、
　　前記割り振られたリソース上で前記第１のタイプのＵＥからアップリンク送信を受信
することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
[Ｃ８２]　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　第２のタイプのＵＥと通信するために使用される第２の周波数帯域よりも狭い第１の
周波数帯域上でＢＳと通信するためのアップリンクリソースの割振りを受信することと、
ここで、前記アップリンクリソースは、少なくとも部分的に、前記第２の周波数帯域を使
用する前記ＢＳと前記第２のタイプのＵＥとの間の通信の特性に関して決定される、シン
ボル持続時間を有する狭帯域サブフレーム構造において割り振られ、
　　前記割り振られたリソースを使用してアップリンク送信を実行することと、
　を行うように構成され、
　前記少なくとも１つのプロセッサと結合されたメモリと、
　を備える、装置。
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